
市内各地の観光資源の特色を生かし、市

全域の魅力を結集、一体的に発信してい

こうと、市内の観光協会長が１月17日、

ら・ぽーと（網野町網野）で「合併協定書」

に調印をしました（７ページ） 

観光協会合併に向け協定書に調印 観光協会合併に向け協定書に調印 

vol.48vol.48
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　「
絹
」
の
分
野
に
お
い
て
質
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
推

進
し
、
丹
後
織
物
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
平
成
十

八
年
十
月
、
織
物
業
界
・
丹
後
二
市
二
町
・
京
都
府
・

丹
後
地
方
商
工
団
体
で
は
、「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
」
を
同
開
催
委
員
会
（
会
長
・
丹
後
織
物
工
業
組

合
　
渡
邉
正
義
理
事
長
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
す
る
な

ど
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
二
回
目
と
な
る
今
回
の
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
」
は
、
丹
後
シ
ル
ク
が
消
費
者
に
選
ば
れ
る
ブ
ラ

ン
ド
と
な
る
た
め
の
「
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」
に

挑
戦
。
約
一
年
に
わ
た
り
産
官
学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
と
し
て
二
月
一
日
〜
五
日

ま
で
の
間
、
東
京
（
港
区
南
青
山
「
ス
パ
イ
ラ
ル
」）
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
丹
後
織
物
を
集
積
し
た
会
場
で
、
日
本

デ
ザ
イ
ン
協
会
の
理
事
で
も
あ
る
市
総
合
戦
略
課
　
高

見
慧
（
け
い
）
総
合
企
画
参
事
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

な
ど
に
よ
り
、
統
一
感
あ
る
魅
力
を
演
出
。
五
日
間
で

延
べ
約
二
万
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
丹
後
織
物
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
ま
し
た
。 

「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
八
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
八
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
　
開
催

」
　
開
催 

「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
八
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
八
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
　
開
催

」
　
開
催 

「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
八
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
　
開
催 

丹
後
織
物
の
魅
力
を
東
京
で
発
信

丹
後
織
物
の
魅
力
を
東
京
で
発
信 

丹
後
織
物
の
魅
力
を
東
京
で
発
信

丹
後
織
物
の
魅
力
を
東
京
で
発
信 

丹
後
織
物
の
魅
力
を
東
京
で
発
信 

五
日
間
で
約
二
万
人
を
魅
了 

産
地
と
学
校
の
融
合
に
よ
る

産
地
と
学
校
の
融
合
に
よ
る 

　
　
　
新
た
な
魅
力
を
創
造

　
　
　
新
た
な
魅
力
を
創
造 

産
地
と
学
校
の
融
合
に
よ
る 

　
　
　
新
た
な
魅
力
を
創
造 

大消費地東京の消費者（バイヤー）にアピール 大消費地東京の消費者（バイヤー）にアピール 大消費地東京の消費者（バイヤー）にアピール 
「丹後RED－BACK ATTACK」 

を同時開催 

「丹後RED－BACK ATTACK」 
を同時開催 

「丹後RED－BACK ATTACK」 
を同時開催 

「本物の絹」を 「本物の絹」を 「本物の絹」を 

丹後織物の見本を展示 

「本物の素材」に触れていただきました 

丹後織物の見本を展示 

「本物の素材」に触れていただきました 

丹後産地の機業者のかたが、その場で商談に応じました 

　
一
日
に
は
ア
パ
レ
ル
業
界
関
係
者

の
か
た
な
ど
約
二
百
人
お
よ
び
谷
垣

禎
一
衆
議
院
議
員
、
山
本
か
な
え
経

済
産
業
大
臣
政
務
官
、
浜
田
昌
良
参

議
院
議
員
、
羽
藤
秀
雄
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
大
臣
官
房
審
議
官
を
招
き
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
お
よ
び
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
開
会
に
あ
た
り
、
同
開
催
委
員
会

の
渡
邉
会
長
が
「
丹
後
産
地
の
状
況

は
厳
し
い
も
の
の
、
こ
の
丹
後
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
丹
後
シ
ル
ク

の
Ｐ
Ｒ
と
需
要
拡
大
、
産
地
の
活
性

化
に
向
け
、
新
た
な
糸
口
と
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
谷
垣
衆
議
院

議
員
か
ら
は
「
丹
後
が
海
外
に
負
け

な
い
、
二
十
一
世
紀
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
発
信
地
と
な
り
大
き
く
育
っ
て
い

く
よ
う
、
こ
の
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
お
い
て
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学

（
京
都
市
）、
東
洋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

き
も
の
専
門
学
校
（
大
阪
市
）お
よ
び

文
化
服
装
学
院
（
東
京
都
）
の
三
校

と
丹
後
産
地
と
が
、
約
一
年
間
に
わ

た
り
交
流
・
連
携
。
天
然
素
材
で
あ

る
「
絹
」
だ
け
が
も
つ
魅
力
や
産
地

直
送
な
ら
で
は
の
「
本
物
感
」
・
「
安

心
感
」を
丹
後
産
地
か
ら
提
供
し
、
三

校
の
学
生
の
み
な
さ
ん
の
新
鮮
な
感

性
と
の
融
合
に
よ
り
、
ド
レ
ス
や
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
洋
装

三
十
八
点
、
和
装
七
点
、
計
四
十
五

の
新
作
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
こ
の
新
作
を

艶
や
か
に
披
露
し
観
衆
を
魅
了
。
シ

ョ
ー
の
後
に
は
、
山
本
経
済
産
業
大

臣
政
務
官
か
ら
「
す
ば
ら
し
い
感
性

と
技
術
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
必
ず

世
界
へ
通
用
す
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
産
地
の
強
み
を
多
く
の
か

た
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。

経
済
産
業
省
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お

言
葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、
丹
後
織
物

の
新
た
な
魅
力
を
力
強
く
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
同
開
催
委
員
会
副
会
長

の
中
山
京
丹
後
市
長
が
「
丹
後
織
物

は
今
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
三
百
年
前
、
丹
後
産
地
が
厳

し
い
局
面
を
乗
り
越
え
た
よ
う
に
、
我
々

も
産
地
と
関
係
者
の
み
な
さ
ん
と
が

力
を
合
わ
せ
懸
命
な
努
力
を
重
ね
る

こ
と
で
、
必
ず
発
展
へ
の
局
面
が
訪

れ
る
と
と
も
に
、
今
が
そ
の
過
程
で

あ
る
と
信
じ
、
努
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
丹
後
織
物
の
発

展
へ
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
日
〜
五
日
に
は
同
会
場

に
お
い
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

で
披
露
し
た
作
品
を
展
示
。
四
日
間

で
延
べ
約
一
万
九
千
四
百
人
の
か
た
へ
、

丹
後
織
物
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。 

  

                                 

　「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
二

〇
〇
八
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、
同
会

場
で
「
旬
の
丹
後
シ
ル
ク
」
を
発
表

す
る
「
丹
後
Ｒ
Ｅ
Ｄ-

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
Ａ

Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
（
レ
ッ
ド
バ
ッ
ク
ア
タ

ッ
ク
）」
を
二
月
一
日
〜
五
日
ま
で
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
の
主
催
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。 

　
丹
後
で
つ
く
ら
れ
た
新
開
発
商
品

や
新
作
生
地
の
見
本
な
ど
約
八
十
点

を
展
示
。
川
中
業
界
で
あ
る
産
地
自

ら
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア

タ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
直
接
消
費
者
へ

商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。 

　
会
場
に
は
約
三
百
人
が
来
場
さ
れ
、

産
地
直
送
の
「
絹
」
を
手
に
と
っ
て

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
つ
く
り

手
で
あ
る
機
業
者
の
み
な
さ
ん
が
直

接
接
客
さ
れ
そ
の
場
で
の
商
談
も
さ

れ
る
な
ど
、
丹
後
織
物
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。
　 

   

谷
垣
衆
議
院
議
員
（
右
）
お
よ
び
山
本

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
（
左
）
か
ら
激

励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

展
示
会
場
で
は
多
く
の
か
た
が

展
示
会
場
で
は
多
く
の
か
た
が 

「
本
物
の
絹
織
り
」
に
見
入
り
ま
し
た

本
物
の
絹
織
り
」
に
見
入
り
ま
し
た 

展
示
会
場
で
は
多
く
の
か
た
が 

「
本
物
の
絹
織
り
」
に
見
入
り
ま
し
た 



【まちづくり出前講座】 【まちづくり出前講座】 
久
美
浜
町
野
中
で
の 

「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」 

「こころの風邪」 「こころの風邪」 「こころの風邪」 
ご利用ください ご利用ください 

◎
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

健
康
推
進
課（

六
九-

〇
三
五
〇
） 

※
こ
の
紙
芝
居
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//w
w
w
.city.kyo

tango
.kyo
to
.jp

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
自
殺
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
「
う
つ
」
に
つ
い
て
、
市
で

は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
題
し
た

大
型
紙
芝
居
を
作
成
し
、「
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」
で
老
人
会
な
ど

高
齢
の
か
た
を
対
象
に
上
演
を
は

じ
め
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
全
国
で
の
自
殺
者
数
が

三
万
人
を
超
え
る
と
い
う
憂
慮
す

べ
き
事
態
が
続
く
中
、
市
で
は
「
自

殺
予
防
対
策
」
を
行
政
の
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
、
十
六
の
関
係
機
関
・

団
体
の
協
力
を
得
て
、
平
成
十
八

年
度
に
「
京
丹
後
市
自
殺
ゼ
ロ
実

現
推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
自
殺

予
防
対
策
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
自
殺
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
う
つ
」

の
予
防
に
着
目
。
今
回
特
に
、高
齢

の
か
た
の
「
う
つ
」
に
つ
い
て
、

広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に

予
防
や
改
善
方
法
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
市
の
保
健
師
が
手
づ

く
り
で
紙
芝
居
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
紙
芝
居
で
は
、「
う
つ
」
に
な
っ

た
高
齢
の
か
た
が
、
周
り
や
民
生

委
員
の
か
た
な
ど
と
の
関
わ
り
、

専
門
医
の
診
察
な
ど
を
通
し
て
回

復
し
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
場
人
物
を
市
職
員
が
演

じ
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
。「
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
で
は
、
こ

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
よ
り
約
二

十
分
間
、
上
演
し
ま
す
。 

　
講
座
は
、
保
健
師
の
講
話
と
合

わ
せ
て
約
一
時
間
。「
う
つ
」
は
、

特
別
な
病
気
で
も
治
ら
な
い
病
気

で
も
な
く
、
十
分
な
休
養
や
医
師

の
診
察
を
受
け
る
こ
と
で
、
ゆ
っ

く
り
よ
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
老
人
会
な
ど
へ
保
健
師

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
な
ど
は
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

高齢のかたの「うつ」予防対策紙芝居 高齢のかたの「うつ」予防対策紙芝居 高齢のかたの「うつ」予防対策紙芝居 

十
二
枚（
一
枚
約
八
〇
㌢
×
五
五
㌢
）

で
構
成
す
る
手
づ
く
り
紙
芝
居 

　
　
　
　
　
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」 

平成20年3月 

地

域

振

興 
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道路財源確保の必要性を 道路財源確保の必要性を 道路財源確保の必要性を 
東京で街頭演説 東京で街頭演説 東京で街頭演説 「丹後・地域高規格道路推進協議会」 「丹後・地域高規格道路推進協議会」 「丹後・地域高規格道路推進協議会」 
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都
市
部
の
か
た
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「
暫
定
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維
持
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な
ど
の
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解
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め
る
訴
え 

「地方の真剣な願いをお聞きください」 「地方の真剣な願いをお聞きください」 「地方の真剣な願いをお聞きください」 

　
道
路
特
定
財
源
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の
取
り
扱
い
が

国
会
で
議
論
さ
れ
る
中
、
府
北
部
三
市
二
町
、
京
丹
後
市
商
工
会
、
丹
後

観
光
協
会
連
絡
協
議
会
、
丹
後
機
械
工
業
協
同
組
合
、
丹
後
織
物
工
業
組

合
で
組
織
す
る
「
丹
後
・
地
域
高
規
格
道
路
推
進
協
議
会
」（
会
長
・
中
山

泰
京
丹
後
市
長
）
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
維
持
の
必
要
性

や
地
方
を
巡
る
事
情
を
都
市
部
の
か
た
に
ご
理
解
い
た
だ
こ
う
と
、
二
月

一
日
、
中
山
京
丹
後
市
長
、
井
上
宮
津
市
長
、
太
田
与
謝
野
町
長
お
よ
び

吉
本
伊
根
町
長
の
四
人
が
、
東
京
都
内
（
新
橋
駅
お
よ
び
新
宿
駅
付
近
）

で
街
頭
演
説
を
行
う
と
と
も
に
、
各
政
党
へ「
ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
暫
定
税

率
の
廃
止
に
強
く
反
対
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご

理
解
く
だ
さ
い
。 

新宿駅東南口付近で街新宿駅東南口付近で街

頭演説（右から太田与頭演説（右から太田与

謝野町長・吉本伊根町謝野町長・吉本伊根町

長・井上宮津市長・中長・井上宮津市長・中

山京丹後市長） 

新宿駅東南口付近で街

頭演説（右から太田与

謝野町長・吉本伊根町

長・井上宮津市長・中

山京丹後市長） 

　
丹
後
地
域
全
体
の
生
活
基
盤
お

よ
び
産
業
の
振
興
・
発
展
な
ど
に

と
っ
て
、
高
規
格
道
路
の

整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
地
域
の
強
い
念
願
で
も

あ
り
ま
す
。
地
方
経
済
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
今
日
、

高
騰
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
低
下
は
願
っ
て
も
な
い

こ
と
で
あ
る
も
の
の
、
ガ

ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税

率
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
地

方
の
持
続
的
発
展
の
た
め

に
不
可
欠
な
道
路
整
備
の

財
源
が
な
く
な
り
、
将
来

へ
の
展
望
に
向
け
て
深
刻
な
事
態

に
陥
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
ま

す
。
暫
定
税
率
の
廃
止
は
、
そ
れ

だ
け
が
先
行
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
少
な
く
と
も
地
方
の
代
替
的

な
「
道
路
財
源
の
具
体
的
・
現
実

的
な
確
保
」
と
一
体
的
に
議
論
さ

れ
る
べ
き
で
す
。 

　
街
頭
演
説
で
は
、
こ
れ
ら
の
地

方
が
抱
え
る
実
情
に
加
え
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
高
騰
の
本
質
は
暫
定
税

率
で
は
な
く
「
ガ
ソ
リ
ン
市
場
」

そ
の
も
の
に
あ
る
た
め
、
そ
の
是

正
に
こ
そ
英
知
を
集
結
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
都
市
部

の
か
た
に
ご
理
解
い
た
だ
こ
う
と

訴
え
か
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
協
議
会
で
は
、
こ
う

し
た
願
い
を
各
党
へ「
ガ
ソ
リ
ン
税

等
の
暫
定
税
率
の
廃
止
に
強
く
反

対
す
る
要
望
書
」
と
し
て
提
出
。

谷
垣
禎
一
自
由
民
主
党
政
務
調
査

会
長
に
直
接
手
渡
し
懇
談
し
た
ほ

か
、
民
主
党
、
お
よ
び
府
選
出
の

参
議
院
議
員
へ
も
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。 

自民党本部にて、谷垣政調会長と 

懇談しました 

「
地
方
財
政
財
源
確
立
を
求
め
緊
急
府
民
会
議
」

地
方
財
政
財
源
確
立
を
求
め
緊
急
府
民
会
議
」 

府
内
二
十
六
市
町
村
を
代
表
し
て

府
内
二
十
六
市
町
村
を
代
表
し
て 

中
山
市
長
が
財
源
確
保
を
ア
ピ
ー
ル

中
山
市
長
が
財
源
確
保
を
ア
ピ
ー
ル 

「
地
方
財
政
財
源
確
立
を
求
め
緊
急
府
民
会
議
」 

府
内
二
十
六
市
町
村
を
代
表
し
て 

中
山
市
長
が
財
源
確
保
を
ア
ピ
ー
ル 

　
同
暫
定
税
率
維
持
を
求
め
る
「
地

方
財
政
の
確
立
を
求
め
る
緊
急
府
民

会
議
」（
主
催
　
府
・
市
長
会
な
ど
七

団
体
）
が
一
月
二
十
七
日
、
京
都
商

工
会
議
所
（
京
都
市
）
で
開
か
れ
、

山
田
京
都
府
知
事
を
は
じ
め
府
内
の

市
町
村
長
や
議
員
の
み
な
さ
ん
、
京

都
府
選
出
の
国
会
議
員
の
か
た
な
ど

約
五
百
人
が
参
加
さ
れ
、
財
源
確
保

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
同
会
議
で
中
山
市
長
は
「
地
方
の

み
な
さ
ん
は
、
本
当
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
を
守

る
努
力
・
生
き
抜
く
努
力
を
重

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
に
対
し
、

智
恵
を
だ
せ
、
競
い
合
え
と
い
う
こ

と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
必
要
な
基
盤
は
絶
対
に
整

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
基
盤
が

基
幹
道
路
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
た

め
の
財
源
は
安
定
的
に
確
保
願
い
た

い
。
地
方
の
真
剣
な
声
を
ぜ
ひ
お
聞

き
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
く
訴
え
ま

し
た
。 

※主張の内容について、詳しくは市のホームページ 
（http://www.city.kyotango.kyoto.jp/)をご覧ください。 
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白砂青松の砂嘴（さし）で 

　　　外海と区切られた久美浜湾 

三
府
県
・
六
市
町
が
連
携 

の
世
界
地
質
遺
産
認
定
を
め
ざ
し 

の
世
界
地
質
遺
産
認
定
を
め
ざ
し 

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会 

幹
事
会
を
京
丹
後
市
で
初
開
催 

　
日
本
で
初
め
て
と
な
る
世
界
地
質
遺
産
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
※

の
認
定
を
め
ざ
す
「
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
（
会
長
・
中

貝
宗
治
豊
岡
市
長
）
の
第
二
回
「
幹
事
会
」

（
幹
事
長
・
馬
場
雅
人
新
温
泉
町
長
）
を
一

月
三
十
一
日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
質
学
的
に
特
別
意
義

の
あ
る
地
域
や
自
然
公
園
で
、
中
国
の
黄
山

（
こ
う
ざ
ん
）
や
雲
台
山
（
う
ん
た
い
ざ
ん
）

な
ど
、
世
界
で
五
十
三
か
所
が
認
定
。
ユ
ネ

ス
コ
の
支
援
の
も
と
、
世
界
各
国
で
地
質
遺

産
の
保
全
や
地
球
科
学
の
普
及
な
ど
の
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
（
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
同
認
定
は
、
美
し
く
貴
重
な

地
域
の
自
然
に
対
す
る
世
界
的
な
知
名
度
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る
本
市
の

海
岸
線
は
、
「
日
本
の
夕
陽
百
選
」
に
指
定

さ
れ
る
浜
詰
海
岸
を
は
じ
め
、
白
砂
青
松
の

砂
嘴
（
さ
し
）
が
続
く
小

天
橋
な
ど
、
美
し
い
海
岸

線
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
山
陰
海
岸
に
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
分

離
し
、
日
本
列
島
が
誕
生

し
た
地
質
的
特
徴
を
確
認

で
き
る
奇
岩
や
断
崖
な
ど
、

貴
重
な
地
質
遺
産
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
貴
重
な
海
岸
の
学

術
的
価
値
を
高
め
、
環
境

を
整
備
し
、
そ
の
存
在
を
広
く
国
内
外

へ
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
昨
年
七

月
、
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
」
を
発
足
。
鳥
取
・
兵
庫
・
京
都

の
三
府
県
と
海
岸
線
を
有
す
る
六
市
町
、

商
工
会
や
観
光
協
会
な
ど
二
十
七
団
体
で
組

織
し
、
日
本
初
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
幹
事
会
に
は
、
馬
場
新
温
泉
町

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
二
十
人
が
出
席
。 

　
世
界
で
進
め
ら
れ
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

状
況
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
今
後
の
活

動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
▽
同
ジ
オ
パ

ー
ク
の
範
囲
に
は
、
日
本
海
形
成
時
の
基
盤

岩
が
見
ら
れ
る
竹
野
川
〜
鳥
取
市
千
代
川
ま

で
約
七
十
五
㌔
を
中
心
に
検
討
、
▽
ジ
オ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
な
る
「
山
陰
海
岸
地
質

事
象
百
選
」
の
選
定
、
▽
同
ジ
オ
パ
ー
ク
指

定
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
ロ
ゴ
・
マ
ー

ク
の
公
募
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。 

 

　
今
後
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
に
向
け
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
計
画

な
ど
を
ま
と
め
る
基
本
構
想
の
策
定
や
、
山

陰
海
岸
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
「
フ
ォ

ー
ラ
ム
鳥
取
大
会
（
仮
称
）
」
の
開
催
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　科学的にみて特別重要で、貴重・美しい地

質遺産を複数含む自然公園の一種。2001年か

らユネスコ（国際連合教育科学文化機関、本部・

パリ）が地質学的に特別意義のある地域や自

然公園の発展を推進するため、加盟国の活動

を支援しています。 

　2004年にユネスコのもと設立された世界ジ

オパークネットワーク（GGN）において、中

国やヨーロッパを中心とする17か国、53か所

が、GGN参加基準を満たすものとして認定さ

れています。 

「日本の夕陽百選」に指定される 

浜詰海岸 

平成20年3月 平成20年3月 

観
　
　
　
光 

観
　
　
　
光 

 

　
市
内
に
あ
ふ
れ
る
自
然
や
伝
統
・
文
化
遺

産
な
ど
を
生
か
し
、
一
体
的
・
広
域
的
な
観

光
産
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
市
内
の
観
光

協
会
長
が
一
月
十
七
日
、
網
野
町
の
「
ら
・

ぽ
ー
と
」
で
、「
合
併
協
定
書
」
へ
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。 

　
観
光
協
会
で
は
、
海
や
山
、
温
泉
を
は
じ

め
と
す
る
各
町
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
生

か
し
、
市
全
域
で
一
体
的
に
事
業
展
開
を
進

め
、
一
層
の
誘
客
と
と
も
に
、
農
業
や
漁
業
、

丹
後
ち
り
め
ん
な
ど
の
伝
統
産
業
の
振
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成
十
五
年
六
月
に
「
丹

後
観
光
協
会
連
絡
協
議
会
」（
会

長
・
板
垣
久
彌
久
美
浜
町
観
光

振
興
会
長
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
一
月
か
ら
は
、
合

併
推
進
委
員
会
を
設
け
、
観
光

協
会
の
合
併
に
向
け
、
具
体
的

な
検
討
を
重
ね
、
同
年
三
月
に

は
合
併
に
関
す
る
合
意
書
に
調
印
。

合
計
七
回
の
同
委
員
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
九

月
に
合
併
協
議
会
を
新
た
に
発

足
し
、
合
併
後
の
協
会
名
称
や

会
則
、
事
務
局
体
制
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
こ
の
た
び
「
京

丹
後
市
観
光
協
会
」
発
足
に
関

す
る
協
定
書
へ
の
調
印
と
な
り

ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
は
、
観
光
協
会
や

京
都
府
、
市
な
ど
の
関
係
者
約

四
十
人
が
出
席
。
合
併
に
向
け

た
検
討
の
経
過
な
ど
の
説
明
の
後
、
観
光
協

会
長
が
合
併
協
定
書
へ
の
調
印
を
行
い
、
立

会
人
と
し
て
中
山
市
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

式
典
で
板
垣
会
長
は
「
観
光
協
会
が
目
的
と

す
る
本
市
の
観
光
振
興
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
場
産
業
の
活
性
化
、
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
力
強
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
年
四
月
の
「
京

丹
後
市
観
光
協
会
」
の
発
足
に
向
け
、
観
光

協
会
長
が
握
手
を
交
わ
し
、
本
市
の
重
要
な

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
さ
ら
に
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
し
た
。 

京
都
府
景
観
資
産
　 

　
　
　
　
に 

　
　 

京
丹
後
市
の
三
地
域
が
選
定 

京
都
府
景
観
資
産
　 

　
　
　
　
に 

　
　 

京
丹
後
市
の
三
地
域
が
選
定 
第
一
次
登
録 

　
府
内
に
残
る
貴
重
な
自
然
や
、
地
域
文
化
・
産
業
を
育

む
ま
ち
な
み
な
ど
、
特
色
あ
る
景
観
を
府
民
共
通
の
財
産

と
し
、
将
来
に
引
き
継
ぐ
「
京
都
府
景
観
資
産
登
録
制
度
」

の
第
一
次
登
録
に
府
内
か
ら
八
地
区
が
登
録
さ
れ
、
う
ち

本
市
で
は
琴
引
浜
な
ど
三
地
区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
制
度
は
、
京
都
府
景
観
条
例
（
平
成
十
九
年
四
月
施

行
）
に
基
づ
き
、
身
近
な
景
観
が
も
つ
資
産
的
価
値
を
再

評
価
し
、
住
民
主
体
の
保
全
活
動
や
特
色
あ
る
地
域
振
興

へ
の
活
用
が
目
的
。
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
住
民
団
体
な
ど
が
景
観
資
産
を
提
案
し
、
府
が
選
定
・

登
録
し
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
湊
漁
業
協
同
組
合
（
和
田
市
郎
組
合
長
）

の
「
久
美
浜
湾
と
牡
蠣
（
か
き
）
の
養
殖
景
観
」
、
間
人

（
は
し
う
ど
）
こ
こ
ろ
実
行
委
員
会
（
今
出
龍
委
員
長
）

の
「
丹
後
の
立
岩
・
屏
風
岩
・
丹
後
松
島
・
経
ヶ
岬
の
海

岸
景
観
」
、
琴
引
浜
の
鳴
り
砂
を
守
る
会
（
松
尾
庸
介
会

長
）
の
「
琴
引
浜
の
白
砂
青
松
と
鳴
砂
」
の
三
つ
の
地
区

が
、
こ
の
た
び
選
定
・
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
登
録
に
よ
り
、
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
助
言
す
る
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

な
ど
を
通

じ
て
、
地

域
力
の
向

上
、
観
光

振
興
な
ど
、

府
か
ら
の

支
援
が
行

わ
れ
ま
す
。 

府
景
観
資
産
に
登
録
さ
れ
た 

「
久
美
浜
湾
と
牡
蠣
の
養
殖
景
観
」 

合併協定書へ調印する観光協会長 

（左から）板垣久彌久美浜観光振興会長、志村朝雄丹後町観光協会長、

長濱孝次網野町観光協会長、中川芳隆峰山町観光協会長、坪倉隆士大

宮町観光協会長、松梨秀昭弥栄町観光協会長 

市内の観光協会が 

  合併に向け決意新たに 
市内の観光協会が 

  合併に向け決意新たに 



市内で初めてとなる 

「京丹後史博士」などの認定証授与式 

　
市
で
は
、「
京
丹
後
史
博
士
育
成
講
座
」
を
受
講
さ
れ
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
財
に
精
通
さ
れ
る
五
十
五
人
の
市
民
の
か
た
を
「
京
丹
後

史
博
士
」
な
ど
に
初
め
て
認
定
し
ま
し
た
。 

　
市
内
に
は
、
先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
財
や
歴
史
が
数
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、「
世
界
に
一
つ
の
文
化
財
、
学
ぼ

う
・
守
ろ
う
・
く
ら
し
に
活
か
そ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

こ
れ
ら
の
資
料
を

”
見
て
、
触
れ
て
、
読
む
“
こ
と
を
通
じ
て
、
郷

土
愛
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
行
政
と
の
協
働
を
図
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
活
性
化
し
よ
う
と
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
京
丹
後

史
博
士
育
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
同
講
座
の
開
始
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
機
に
二
月
二
日
、

た
ち
ば
な
会
館
（
網
野
町
木
津
）
で
講
座
の
受
講
数
に
応
じ
て
「
京

丹
後
史
博
士
」
な
ど
の
認
定
証
を
贈
呈
。
市
内
で
初
め
て
の
京
丹
後

史
博
士
十
八
人
、
同
講
師
九
人
、
同
修
士
十
七
人
、
そ
し
て
同
学
士

十
一
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
授
与
式
で
は
、
受
講
生
の
代
表
と
し
て
京

丹
後
史
博
士
と
な
っ
た
平
井
久
夫
さ
ん
が
「
ふ

る
さ
と
丹
後
に
残
る
歴
史
の
刻
印
は
、
京
丹

後
市
民
の
誇
り
で
す
。
郷
土
に
つ
い
て
学
び
、

発
信
し
、
次
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
、
五
十
五
人

の
認
定
者
を
核
に
普
及
・
啓
発
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
二
十
年
度
以
降
も
同
講
座
を
開

催
し
、
市
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
り
、
伝

え
て
い
た
だ
け
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
育
成

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

郷土の歴史や文化財に精通した 
京丹後史博士など55人を初めて認定 
郷土の歴史や文化財に精通した 
京丹後史博士など55人を初めて認定 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
京

丹
後
市
内
外
の
「
人
」
と
「
人
」
と

を
つ
な
ぐ
情
報
交
流
サ
イ
ト
「
Ｔ
―

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
テ
ィ
ー
・
ウ
ェ
ー
ブ
）」

を
二
月
四
日
に
開
設
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
今
年
度
、
地
域
課
題
で
あ

る
「
産
業
の
停
滞
」
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
利
活
用
に
よ
り
解

決
を
図
る
取
り
組
み
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業
」
を
総
務

省
か
ら
の
委
託
を
受
け
実
施
。
情
報

交
流
サ
イ
ト
の
創
設
・
活
用
に
よ
り
、

市
内
外
の
個
人
や
事
業
者
の
か
た
が
、

広
く
情
報
交
流
を
行
い
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
拡
大
、
農
家
や
商
店

な
ど
に
よ
る
異
業
種
間
交
流
や
商
品

Ｐ
Ｒ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
会
員

以
外
の
か
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

る
「
観
光
相
談
」、「
移
住
相
談
」、「
起

業
相
談
」
、
「
商
品
企
画
」
の
四
つ
の

公
認
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
書
き

込
ま
れ
た
相
談
に
つ
い
て
、
会
員
と

そ
れ
ぞ
れ
の
案
内
人
の
か
た
が
答
え

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
映
像
や
写
真
の
掲
載
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
機
能
も
順
次
公

開
し
て
い
き
ま
す
。 

　
本
サ
イ
ト
は
、
農
業
や
観
光
関
係

事
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
か
た
、
放

送
事
業
や
環
境
問
題
な
ど
を
通
じ
て

地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い

る
か
た
、
市
商
工
会
や
市
職
員
で
構

成
す
る
「
京
丹
後
市
地
域
情
報
交
流

サ
イ
ト
運
営
委
員
会
（
八
人
）」
が
運

営
主
体
と
な
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
登
録
い
た
だ
き
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ
先 

京
丹
後
市
地
域
情
報
交
流
サ
イ
ト

運
営
委
員
会
（
情
報
政
策
課
内
・

六
九
｜

〇
一
三
〇
） 

●市内外を問わず、どなたでもご利用いただけま

す。（個人はもちろん、事業者のかたにもご利

用いただけます） 

●登録会員間で情報交換ができます。さらに、設

定に応じて、インターネットに接続できるすべ

てのかたに対し情報を発信できます。 

●市内外を問わず、どなたでもご利用いただけま

す。（個人はもちろん、事業者のかたにもご利

用いただけます） 

●登録会員間で情報交換ができます。さらに、設

定に応じて、インターネットに接続できるすべ

てのかたに対し情報を発信できます。 

　　子育てや環境問題などの共通のテーマや、スポーツ・文化活動文化活動

などの共通の趣味などを持つかたの、交流の場としてご活などの共通の趣味などを持つかたの、交流の場としてご活用いた用いた

だけます。 

 

　　市民のみなさん自らの生活感あふれる情報や、ＩＪＵターン者

からの経験談などの情報収集が可能です。 

 

　　おすすめのドライブコース、釣り場、景色、食材や特産品など

の情報収集が可能です。 

 

　　郷土人会や同窓会などの案内や近況報告にご利用いた　　郷土人会や同窓会などの案内や近況報告にご利用いただけます。だけます。 

　　子育てや環境問題などの共通のテーマや、スポーツ・文化活動

などの共通の趣味などを持つかたの、交流の場としてご活用いた

だけます。 

 

　　市民のみなさん自らの生活感あふれる情報や、ＩＪＵターン者

からの経験談などの情報収集が可能です。 

 

　　おすすめのドライブコース、釣り場、景色、食材や特産品など

の情報収集が可能です。 

 

　　郷土人会や同窓会などの案内や近況報告にご利用いただけます。 

　　事業や会社の紹介、商品やサービスの宣伝ができます　　事業や会社の紹介、商品やサービスの宣伝ができます。 

 

　　市内外の事業者が情報交流する場となり、さまざまな事業者と

出会うことができます。 

 

　　事業や商品・サービスに対する消費者の意見を集めたり、新た

な商品・サービスの企画ができます。 

　　事業や会社の紹介、商品やサービスの宣伝ができます。 

 

　　市内外の事業者が情報交流する場となり、さまざまな事業者と

出会うことができます。 

 

　　事業や商品・サービスに対する消費者の意見を集めたり、新た

な商品・サービスの企画ができます。 

Ｔ－ＷＡＶＥの特徴 Ｔ－ＷＡＶＥの特徴 Ｔ－ＷＡＶＥの特徴 Ｔ－ＷＡＶＥの活用方法 Ｔ－ＷＡＶＥの活用方法 Ｔ－ＷＡＶＥの活用方法 

 

会員登録方法 会員登録方法 会員登録方法 

▲「Ｔ－ＷＡＶＥ」のトップページ 
「観光相談」、「移住相談」、「起業相談」、
「商品企画」の４つのテーマについて情報
交流の場を常設しており、会員でないか
たでもご利用いただけます。 

パソコンで京丹後市情報交流サイト「Ｔ－

ＷAVE」（http://www.tango-wave.jp）
から会員登録を行ってください。会費は無

料です。 

※携帯電話からは会員登録できません。 

「Ｔ－ＷＡＶＥ」は、の「Ｔ」は、参院ＨＥの

起点と若狭・北陸への起点、日本海から京阪神

への起点に見立て、その接点に位置する京丹後

市から全国に情報を発信していくことをイメー

ジしています。 

「Ｔ－ＷＡＶＥ」は、の「Ｔ」は、山陰への起

点と若狭・北陸への起点、日本海から京阪神へ

の起点に見立て、その接点に位置する京丹後市

から全国に情報を発信していくことをイメージ

しています。 

～あなたも丹後もつながっている～ ～あなたも丹後もつながっている～ 

開設 開設 

人と人とをつなぐ 人と人とをつなぐ 

京丹後市地域情報交流サイト 京丹後市地域情報交流サイト 

〈個人〉 〈個人〉 〈個人〉 

〈事業者〉 〈事業者〉 〈事業者〉 

○共通のテーマに関心のあるかた同士での交流 ●共通のテーマに関心のあるかた同士での交流 

●京丹後市へのＩＪＵターン ●京丹後市へのＩＪＵターン 

●市内外の情報収集 ●市内外の情報収集 

●京丹後市出身者とのつながり ●京丹後市出身者とのつながり 

●事業者からの情報発信 ●事業者からの情報発信 

●市内外のビジネスに関する情報収集や事業者間交流 ●市内外のビジネスに関する情報収集や事業者間交流 

●消費者の声の収集や商品・サービスの企画 ●消費者の声の収集や商品・サービスの企画 

平成20年3月 平成20年3月 

協
　
　
　
働 

協
　
　
　
働 

 

京
丹
後
史
博
士
・
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座 に向け に向け に向け 

25人が講座を修了 25人が講座を修了 25人が講座を修了 

市
で
は
、
女
性
が
抱
え
る
問
題

や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
ア
ド

バ
イ
ス
（
助
言
）
や
関
係
機
関
と

の
仲
介
を
行
う
「
女
性
問
題
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
養
成
に
向
け
、
市

内
の
女
性
の
か
た
を
対
象
に
「
女

性
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」

を
開
講
。
二
十
五
人
の
か
た
が
講

座
を
修
了
さ
れ
、
一
月
二
十
八
日

に
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮

町
口
大
野
）
で
修
了
式
を
行
い
ま

し
た
。 

同
講
座
は
、
平
成
十
八
年
か
ら

十
二
回
に
わ
た
る
基
礎
講
座
と
、

十
四
回
に
わ
た
る
応
用
講
座
を
実

施
。
出
席
日
数
や
、
課
題
に
対
す

る
レ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど
を
吟
味
し
、

一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
か
た

を
修
了
と
し
た
も

の
で
す
。 

修
了
者
の
み
な

さ
ん
に
は
、
今
後

も
引
き
続
き
実
践

的
な
講
座
の
受
講

に
よ
り
研
鑽
を
積

ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
将
来
的

に
は
「
女
性
問
題

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
市
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

女
性
が
抱
え
る
問
題
解
決
の
一
翼

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

   

「
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
女
性
が
抱

え
る
悩
み
や
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
電
話
相
談
を
含
め
、
女

性
が
苦
し
い
と
き
に
勇
気
を
持
っ

て
相
談
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
対
人
援
助
で
す
か
ら

対
等
な
関
係
で
支
援
す
る
こ
と
や
、

よ
り
よ
い
信
頼
関
係
の
も
と
で
安

心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
く
た
め
の

女
性
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
”女
性
だ
か
ら
し
か

た
が
な
い
“
、
”
昔
か
ら
女
性
は
こ

う
だ
っ
た
“
な
ど
と
い
っ
た
思
い

が
、
ひ
と
か
け
ら
で
も
あ
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

講
座
は
修
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
専
門
家
な
ど

と
の
連
携
お
よ
び
的
確
な
情
報
収

集
な
ど
に
努
め
、
女
性
の
支
援
者

と
な
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
か
ら
学
び
た
い
も
の
で
す
」 

 
「女性問題アドバイザー」 「女性問題アドバイザー」 「女性問題アドバイザー」 

25人のかたへ修了証を贈呈 
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座
を
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た

講
座
を
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了
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た 
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子
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浜
町
）

岩
田
泰
子
さ
ん
（
久
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浜
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た

講
座
を
修
了
さ
れ
た 

岩
田
泰
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
）

岩
田
泰
子
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（
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美
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） 

講
座
を
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了
さ
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岩
田
泰
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 



地域経済の生の声を伝える 地域経済の生の声を伝える 

経済産業省 山本かなえ 大臣政務官 
平成７年　外務省入省 

平成10年　在カザフスタン大使館赴任 

平成12年　外務省大臣官房 

平成13年　参議院議員初当選 

経済産業省 山本かなえ 大臣政務官が来丹 経済産業省 山本かなえ 大臣政務官が来丹 

御旅商店街（峰山町御旅）を視察する 

経済産業省 山本かなえ 大臣政務官 

　
経
済
産
業
省
が
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
産
地
主
動
の
活

動
を
支
援
す
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
・
サ
イ
コ
ー
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
同
省
の
山
本
か
な
え
大
臣
政
務
官
が
二
月
十
七

日
・
十
八
日
の
両
日
、
豊
岡
市
と
本
市
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
経
済
産
業
省
が
策
定
す
る
「
地
方
経
済

再
生
の
た
め
の
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
普
及
・
啓
発
活
動
と
し
て

実
施
。
地
域
の
特
色
あ
る
魅
力
・
資
源
を
発
掘
し
、
地
域
が
主
体

性
を
持
っ
て
一
層
、
発
展
し
続
け
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
た
め
、

全
国
各
地
の
特
産
品
を
集
め
る
物
産
展
の
開
催
や
、
海
外
へ
の
販

路
開
拓
の
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
本
市
の
視
察
で
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
海
外
展
開
に
取
り
組
ま

れ
る
田
勇
機
業
（
網
野
町
浅
茂
川
）
と
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
商

店
街
復
興
と
新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
峰
山
御
旅
市
場
（
峰
山

町
御
旅
）
を
訪
問
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
山
本
政
務
官
は
「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
産
業
活
性
化
の
支
援
に
あ
た
り
、
よ
い
事
例
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
活
動
の
中
心
的
人
材
が
い
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
心
強
い
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催
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演
会
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催 
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催

「
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「
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演
会
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を
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催

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催 

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催 

が
つ
な
が
る

が
つ
な
が
る 

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

が
つ
な
が
る

が
つ
な
が
る 

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

が
つ
な
が
る 

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

　
観
光
に
訪
れ
た
か
た
の
満
足
度
の
向
上
や
、

誘
客
・
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
、
「
お
も
て
な
し
の
こ

こ
ろ
」
の
醸
成
に
向
け
、
一
月
二
十
日
、
手

嶋
隆
行
さ
ん
（
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ふ

く
お
か
代
表
）
を
招
き
、
「
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
」
を
、
ら
・
ぽ
ー
と
（
網
野
町
網
野
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
「
ま
ち
の
駅
」
は
、
個
人
店
舗
や
事
業
所

な
ど
が
既
存
の
空
間
を
利
用
し
て
、
ト
イ
レ

の
利
用
な
ど
の
「
休
憩
の
場
」
や
、
地
域
の

「
案
内
機
能
」
な
ど
を
観
光
に
訪
れ
た
か
た

へ
提
供
し
、
観
光
客
と
の
交
流
促
進
を
図
る

た
め
の
「
場
」
で
、
「
ま
ち
の
駅
連
絡
協
議

会
」（
事
務
局
・
東
京
都
）
が
中
心
に
、
全
国

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
講
演
で
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
積

極
性
の
向
上
」
や
観
光
案
内
に
必
要
と
な
る

地
域
の
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
「
関
心
の
高

ま
り
」
、
地
域
内
で
の
「
連
携
・
交
流
意
識

の
高
揚
」
な
ど
に
つ
い
て
、
「
ま
ち
の
駅
」

の
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
。
手
嶋
さ
ん
は
「
ま
ち
を
愛
す
る
こ
こ

ろ
、
つ
な
が
り
た
い
こ
こ
ろ
な
ど
が
あ
れ
ば
、

だ
れ
も
が
ま
ち
の
駅
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
す
ぐ
に
集
客
や
売
り
上
げ
に
結
び

つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
意
識
の
変
化
を
生
み
出
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

漢
方
薬
の
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
話
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
事
業
者
の
か
た
な
ど
は
熱
心
に

聴
き
入
り
ま
し
た
。 

　
講
演
会
を
き
っ
か
け
に
「
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
」

お
よ
び
「
あ
る
で
ぇ
丹
後
」
で
は
、
「
ま
ち

の
駅
」
へ
の
参
加
に
向
け
て
、
同
連
絡
協
議

会
事
務
局
と
調
整
。
三
月
か
ら
府
下
で
唯
一

と
な
る
「
ま
ち
の
駅
」
の
取
り
組
み
を
実
験

的
に
は
じ
め
て
お
り
、
交
流
の
活
性
化
な
ど

今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　 

「まちの駅」が果たす役割・効果につ

いてご講演いただきました 
「まちの駅」 「まちの駅」 「まちの駅」 

※「まちの駅」についての詳細は、
総合戦略課（ 69-0070）へお問
い合わせください。 

取り組み 
はじまる 
取り組み 
はじまる 
取り組み 
はじまる 

人 人 人 
水
・
緑
・
歴
史
が
薫
る 

　
　
　
　
　
文
化
創
造
都
市 

四
季
折
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を
彩
る
木
津
川
市
の
魅
力 

四
季
折
々
を
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る
木
津
川
市
の
魅
力 

万
一
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え 

迅
速
・
円
滑
な 

　
行
政
の
応
援
体
制
を
整
備 

万
一
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規
模
災
害
へ
の
備
え 
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速
・
円
滑
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行
政
の
応
援
体
制
を
整
備 

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を 

　
　
　
　
　
連
携
で
カ
バ
ー 

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を 

　
　
　
　
　
連
携
で
カ
バ
ー 

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を 

　
　
　
　
　
連
携
で
カ
バ
ー 

歴史と文化に彩られる文化創造都市・木津川市には、四季折々の見どころが満載です 

春：神童寺（重要文化財）の桜・ミツバツツジ 

夏：岩船寺三重塔（重要文化財）のあじさい（別名、あじさい寺） 

秋：岩船白山神社のおかげ踊り（府登録無形民族文化財） 

冬：相楽神社（本殿は重要文化財）の正月行事・餅花（府登録無形民族文化財） 

　
木
津
川
市
と
京
丹
後
市
で
は
、
盟
約
締
結

に
基
づ
き
、
い
づ
れ
か
の
市
域
で
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
災
市
の
要
請
に
応

じ
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
応
援
活
動
を
行
う
「
災

害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
二
月
七

日
、
木
津
川
市
役
所
で
締
結
し
ま
し
た
。 

　
京
都
府
の
南
北
に
位
置
す
る
両
市
は
、
地

理
的
に
大
き
く
離
れ
て
お
り
、
気
象
条
件
な

ど
も
異
な
る
た
め
、
災
害
の
種
類
や
頻
度
、

発
生
の
状
況
な
ど
に
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
同
協
定
の
締
結
は
、
万
一
の
災

害
に
対
応
す
る
う
え
で
、
相
互
の
応
援
や
支

援
を
受
け
や
す
く
、
一
層
迅
速
か
つ
円
滑
な

応
急
措
置
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
協
定
に
は
、
▽
食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
生

活
必
需
品
、
救
護
な
ど
に
必
要
な
車
両
、
物

資
の
提
供
、
▽
災
害
応
急
措
置
に
必
要
な
職

員
の
派
遣
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
相
互
応
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を
規
定
。 

　
ま
た
、
両
市
の
消
防
・
防
災
の
関
係
者
が
、

相
互
に
訪
問
し
、
大
規
模
災
害
時
の
相
互
支

援
に
向
け
た
行
政
の
連
携
・
交
流
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
南
北
に
長
い
京
都
府
に
お
い
て
、
最
南
端

市
と
な
る
木
津
川
市
と
最
北
端
市
の
本
市
で

は
、
相
互
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
産
業
や

観
光
、
文
化
な
ど
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
交

流
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
今
年
一
月
に
「
友

好
都
市
盟
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
今
回
、
こ
の
盟
約
締
結
を
契
機
と
す
る
「
友

好
市
の
日
」
の
創
設
や
、
ゆ
か
り
の
あ
る
歌

人
を
題
材
に
し
た
短
歌
大
会
の
開
催
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
連
携
を
進
め
る
木
津
川
市
の

魅
力
と
と
も
に
、
両
市
で
進
展
す
る
連
携
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
府
内
有
数
の
文
化
財
の
宝
庫
・
木
津
川
市

は
、
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
大
和
と
瀬
戸
内
を

木
津
川
・
淀
川
で
結
ぶ
航
路
の
起
点
に
あ
り
、

天
平
十
二
年
（
七
四
〇
年
）
に
は
、
聖
武
天

皇
が
「
恭
仁
京
」
（
く
に
き
ょ
う
・
現
在
の

加
茂
町
）
を
開
く
な
ど
、
古
く
か
ら
都
と
関

係
の
深
い
地
域
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
奈
良
や
京
都
、
伊
勢
、
伊
賀
を

結
ぶ
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
。
宇
治
茶

や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
主
産
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
以
降
に
は
、「
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
」
と
し
て
、
先
進
的

な
研
究
施
設
が
立
地
さ
れ
、
質
の
高
い
都
市

空
間
を
備
え
る
京
都
、
大
阪
、
奈
良
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
も
増
加
。「
水
・
緑
・

歴
史
が
薫
る
文
化
創
造
都
市
」
と
し
て
、
最

先
端
の
科
学
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
　
れ
る
文
化
財

が
共
存
す
る
ま
ち
で
す
。 

友好 
都市 

木
津
川
市
の
四
季
折
々
の 

　
　
　
　
魅
力
を
ご
紹
介 

春 夏 
冬 秋 

ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り 

平成20年3月 平成20年3月 



大 日 本 蚕 糸 会　 木　賢 会頭 
　農畜産業振興機構　関川和孝 副理事長 
日 本 絹 業 協 会　西　文秀 専務理事 

　
財
団
法
人
大
日
本
蚕
糸
会
の

木
賢
会
頭
、

独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
の
関

川
和
孝
副
理
事
長
お
よ
び
社
団
法
人
日
本

絹
業
協
会
西
文
秀
専
務
理
事
が
、
一
月
二

十
九
日
、
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
庁
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
国
内
蚕
糸

業
の
中
核
と
し
て
全
国
で
ご
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
和
装
産
業
が
低
迷
す
る
中
、
蚕
糸

業
だ
け
で
な
く
絹
業
と
も
連
携
し
蚕
糸
・

絹
業
振
興
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
国
内

最
大
の
絹
産
地
で
あ
る
丹
後
へ
来
ら
れ
ま

し
た
。 

　

木
会
頭
は
「
蚕
糸
業
界
と
丹
後
な
ど

の
絹
産
地
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
純
国
産

と
し
て
商
品
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
」
な
ど
と
話
さ
れ
、
市
と
し
て
も
蚕

糸
お
よ
び
絹
業
振
興
の
一
翼
を
担
う
よ
う

協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。 

　
農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
の
齊
藤
局
長
が
、

二
月
五
日
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。 

　
懇
談
で
は
中
山
市
長
と
、
農
山
漁
村
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
や
、
猪
・

鹿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
な
ど

を
含
め
た
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
国

か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
求
め
る
な
ど
の

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
京
丹
後
市
猪
・
鹿
肉
有
効
活
用

研
究
会
」（
神
田
潔
会
長
）
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
猪
・
鹿
肉
料
理
の
試
作
品
を
く
み

は
ま
サ
ン
カ
イ
カ
ン
で
試
食
。
齊
藤
局
長

は
「
各
地
域
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
非
常
に

お
い
し
い
料
理
に
な
っ
て
い
る
」
と
本
市

で
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　 

　
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部

の
島
田
泰
子
部
長
が
二
月
五
日
、
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。 

　
島
田
部
長
は
、
国
が
展
開
す
る
「
ふ
る

さ
ケ
ー
タ
イ
事
業
」（
携
帯
電
話
を
用
い
て
、

と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る
お
子
さ
ん
の
位
置

確
認
や
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供
な
ど
、

地
域
産
業
の
振
興
に
資
す
る
事
業
）
の
勉

強
会
に
講
師
と
し
て
来
庁
。
本
市
お
よ
び

宮
津
市
の
職
員
二
十
四
人
が
参
加
し
た
勉

強
会
で
は
、
携
帯
電
話
網
を
用
い
た
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
と
の
懇
談
で
は
、
地
方
の
実

状
に
応
じ
た
当
事
業
の
利
用
方
法
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。
島
田
部
長

は
「
地
域
振
興
に
向
け
て
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ

と
ケ
ー
タ
イ
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

農林水産省近畿農政局　齊藤　昭　局長  

総務省近畿総合通信局情報通信部　島田泰子　部長 

「ふるさとケータイ事業」について
話される島田部長 

地域活性化について話される
齊藤局長 

蚕糸業界と絹産地との連携について 
話される 木会頭（左）・関川副理事長
（中央）・西専務理事（右） 

市長室　訪問 市長室　訪問 

平成20年3月 平成20年3月 

市
長
室
訪
問 

表
彰
・
叙
勲 

元
網
野
町
議
会
議
員
の
故
吉
岡
正
視
さ
ん
（
網

野
町
網
野
）
が
旭
日
單
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。 吉

岡
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
に
網
野

町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
六
年
五
月

ま
で
三
期
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
副
委
員
長
、
さ
ら
に
は
網
野
・
丹
後

塵
芥
処
理
組
合
、
丹
後
広
域
域
消
防
組
合
な
ど

の
一
部
事
務
組
合
の
議
員
を
歴
任
。
特
に
、
平

成
五
年
七
月
か
ら
平
成
六
年
五
月
ま
で
は
、
網

野
町
議
会
議
長
と
し
て
そ
の
卓
越
し
た
見
識
と

指
導
力
お
よ
び
調
整
力
に
よ
り
、
議
会
の
円
滑

な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

公
職
の
ほ
か
に
も
網
野
文
化
協
会
会
長
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
、
文
化
の
進
展
に
も
寄
与
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

故　吉岡正視さん 

元
小
学
校
長
の
故
小
牧
重
貴
さ
ん
（
大
宮
町

奥
大
野
）
が
「
従
六
位
」
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。 

小
牧
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
の
京
都

府
中
郡
奥
大
野
村
立
倉
垣
小
学
校
助
教
諭
を
振

り
出
し
に
、
四
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
教
育

現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
ま
れ
、

大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
小
学
校
長
と
し
て
の
ニ
年
六
か
月
間
、

教
育
に
対
す
る
強
い
情
熱
と
豊
か
な
識
見
、
卓

越
し
た
指
導
力
に
よ
り
学
校
教
育
の
進
展
に
大

き
な
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六

十
三
年
十
月
か
ら
十
五
年
六
か
月
に
わ
た
り
、

大
宮
町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
平
成
七
年
五
月
か
ら
平
成
十
二
年
五

月
ま
で
、
京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

副
会
長
を
、
ま
た
平
成
七
年
十
月
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
ま
で
丹
後
教
育
長
会
の
代
表
を
歴
任
。

丹
後
地
方
は
も
と
よ
り
、
京
都
府
下
の
教
育
行

政
振
興
の
た
め
ご
尽
瘁
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
叙
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

故　小牧重貴さん 

　
平
成
十
九
年
度
「
共
同
募
金
運

動
（
赤
い
羽
根
募
金
）」
お
よ
び
「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、

平
成
二
十
年
度
の
京
都
府
内
福
祉

施
設
の
整
備
や
京
丹
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
う
、
地
域
福
祉
事

業
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

は
、
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
り
昨
年
末
に
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

特
に
お
困
り
の
か
た
へ
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
赤
い
羽
根
募
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
は
ね
っ
と
」 

（h
ttp
://h
a
n
e
tt.a
k
a
ih
a
n
e
.o
r.jp

/sy
s/fra

m
e
.a
sp
) 

か
ら
、
詳
し
い
配
分
内
容
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

赤 い 羽 根 募 金　9,953,046円 

歳末たすけあい募金　8,690,299円 

共同募金運動へのご協力　ありがとうございました 共同募金運動へのご協力　ありがとうございました 



　
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
や
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
、
丹
後

地
域
二
市
二
町
（
宮
津
市
・

京
丹
後
市
・
伊
根
町
・
与
謝

野
町
）
の
住
民
・
交
通
事
業
者
・

旅
行
会
社
・
有
識
者
お
よ
び

行
政
（
国
土
交
通
省
・
府
・

市
町
）
で
構
成
す
る
「
分
か

り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現

会
議
」（
座
長
・
今
井
一
雄 

京
都
経
済
同
友
会
北
部
部

会
長
）
が
取
り
ま
と
め
た
「
丹

後
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
」
が
、
一
月
十
八
日
、

国
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

　
昨
年
十
一
月
に
は
同
会
議

を
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・

再
生
法
」
に
基
づ
く
法
定
協

議
会
と
し
て
位
置
づ
け
、
同

計
画
を
国
土
交
通
大
臣
お
よ

び
総
務
大
臣
へ
丹
後
地
域
二

市
二
町
の
首
長
に
よ
る
連
名

で
提
出
・
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、

承
認
は
富
山
市
に
次
い
で
全

国
で
二
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
同
計
画
に
は
、
鉄
道
と
上

限
二
百
円
バ
ス
の
連
携
と
い

っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

促
進
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
や
路

線
バ
ス
の
縮
小
・
廃
止
が
全

国
的
に
相
次
ぐ
中
、
単
に
利

便
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、「
過

疎
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
同
計

画
は
先
進
事
例
で
あ
る
と
し

て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
同
計
画
の
承
認
に
よ
り
、

今
後
、
丹
後
地
域
に
お
け
る

公
共
交
通
施
策
に
対
し
、
国

の
支
援
を
受
け
る
道
が
新
た

に
開
け
た
こ
と
に
よ
り
、
運

行
増
便
や
観
光
路
線
と
し
て

の
強
化
な
ど
、
利
便
性
の
向

上
に
向
け
て
大
き
な
弾
み
と

に
な
り
ま
し
た
。 

国の支援を受け丹後地域の公共交通を活性化へ 国の支援を受け丹後地域の公共交通を活性化へ 国の支援を受け丹後地域の公共交通を活性化へ 

「公共交通総合連携計画」が承認 「公共交通総合連携計画」が承認 「公共交通総合連携計画」が承認 

鉄道とバスの共通割引券の創出 鉄道とバスの共通割引券の創出 鉄道とバスの共通割引券の創出 
丹後半島周遊による 
観光路線のネットワーク化 

丹後半島周遊による 
観光路線のネットワーク化 
丹後半島周遊による 
観光路線のネットワーク化 

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と 

丹
後
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

丹
後
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す 

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と 

丹
後
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

丹
後
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す 

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と 

丹
後
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す 

 

丹
後
地
域
の
活
性
化

丹
後
地
域
の
活
性
化 

丹
後
地
域
の
活
性
化

丹
後
地
域
の
活
性
化 

丹
後
地
域
の
活
性
化 

全国で２例目 全国で２例目 全国で２例目 

～「京都府自転車の安全な利用の促進に関する条例」が制定～ ～「京都府自転車の安全な利用の促進に関する条例」が制定～ ～「京都府自転車の安全な利用の促進に関する条例」が制定～ 

　「京都府自転車の安全な利用の促進」に関する条例により、平成

20年４月１日から自転車同乗幼児（６歳未満）のヘルメット着用

が義務化されます。（罰則はありません）６歳未満のお子さんを

自転車に同乗させるときは、必ずヘルメットをご着用ください。 

※詳しくは、京都府交通対策課（ 075-414-4367）へお問い合

わせください。 

自転車同乗幼児のヘルメット着用が義務化 自転車同乗幼児のヘルメット着用が義務化 自転車同乗幼児のヘルメット着用が義務化 
４月１日スタート ４月１日スタート ４月１日スタート 

同乗の６歳未満のお子さん
にはヘルメットを 
同乗の６歳未満のお子さん同乗の６歳未満のお子さん
にはヘルメットを 
同乗の６歳未満のお子さん
にはヘルメットを 

例え
ば 

例え
ば 

例え
ば 

都市部との 
アクセス強化 

都市部との 
アクセス強化 
都市部との 
アクセス強化 

平成20年3月 平成20年3月 

公

共

交

通 

公

共

交

通 

朝の通学・通勤時に特急車両を増発し、快適性を向上（９

本を11本へ）。 

大阪方面からの特急列車の経路変更（舞鶴線を宮福線へ）

による乗車時間の大幅短縮。 

一時停止や徐行運転により、車窓から絶景をお楽しみ

いただける「タンゴ悠遊号」の増発。 

久美浜駅始発始終着を廃止し、豊岡駅発着に延長運転。 

通院・買い物時間帯の運行本数を増加。 

運行ダイヤを覚えすくパターン化。 

観光に訪れたかたによりお楽しみいただくため、丹後

の絶景・景勝地での徐行運転による「見て楽しむ運行」を、

海岸線（峰山駅前～網野駅前～間人～経ヶ岬間）で導入。

土曜・日曜・祝日に“丹後古代ロマン街道号”を運行。 

鉄　道 鉄　道 鉄　道 鉄　道 

路線バス 路線バス 路線バス 路線バス 

ダイヤ改正の主なポイント 

府
北
部
の
公
共
交
通
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
と
路
線
バ
ス
・

市
営
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
改
正

を
三
月
十
五
日
に
行
な
い
ま
す
。 

鉄
道
で
は
、
昨
年
の
大
幅
な

ダ
イ
ヤ
改
正
に
続
き
、
今
回
も

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
路
線
バ
ス
お
よ
び
市
営
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
に

市
内
全
路
線
で
「
上
限
二
百
円

バ
ス
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

さ
ら
に
、
ダ
イ
ヤ
の
再
編
を
行

い
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。 

ま
す
ま
す
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

ま
す
ま
す
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す 

ま
す
ま
す
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

ま
す
ま
す
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す 

ま
す
ま
す
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す 

三
月
十
五
日

三
月
十
五
日 

「
公
共
交
通
」
ダ
イ
ヤ
改
正

「
公
共
交
通
」
ダ
イ
ヤ
改
正 

三
月
十
五
日

三
月
十
五
日 

「
公
共
交
通
」
ダ
イ
ヤ
改
正

「
公
共
交
通
」
ダ
イ
ヤ
改
正 

三
月
十
五
日 

「
公
共
交
通
」
ダ
イ
ヤ
改
正 

詳
し
く
は
、
三
月
十
日
に
各
戸
配
布

予
定
の
時
刻
表
（
第
四
版
・
冊
子
型
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

〜
平
成
十
八
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
　
結
果
報
告
〜

〜
平
成
十
八
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
　
結
果
報
告
〜 

〜
平
成
十
八
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
　
結
果
報
告
〜

〜
平
成
十
八
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
　
結
果
報
告
〜 

〜
平
成
十
八
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
　
結
果
報
告
〜 

0 200 400 600 800 1,000 1,2000 200 400 600 800 1,000 1,2000 200 400 600 800 1,000 1,200
そのほか 

商工・観光施設 

公用車 

社会・文化施設 

庁舎 

上下水道施設 

教育施設 

保健・医療・福祉施設 

衛生施設 

そのほか 

商工・観光施設商工・観光施設 

公用車 

社会・文化施設社会・文化施設 

庁舎 

上下水道施設 

教育施設 

保健・医療・福祉施設 

衛生施設衛生施設 

そのほか 

商工・観光施設 

公用車 

社会・文化施設 

庁舎 

上下水道施設 

教育施設 

保健・医療・福祉施設 

衛生施設 

1,112㌧（12.3％） 418㌧（11.5％） 

そのほか 18 
 

147㌧（6.2％） 

128㌧（4.8％） 

120㌧（9.2％） 

13㌧（2.6％） 
8㌧（1.1％） 

4㌧（18.0％） 
18㌧（9.4％） 

グラフ１ グラフ１ グラフ１ 施設区分ごとの温室効果ガス削減量（汚水処理事業は除きます） 施設区分ごとの温室効果ガス削減量（汚水処理事業は除きます） 施設区分ごとの温室効果ガス削減量（汚水処理事業は除きます） 

削減量合計 
1,967㌧（9.6％） 
削減量合計 

1,967㌧（9.6％） 
削減量合計 

1,967㌧（9.6％） 
㌧
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温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を 

　
　
　
　
九
・
六
㌫
削
減 

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
二
月
に
、
国
の
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
「
京

丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、
平
成
十
六
年
度
を
基
準

に
平
成
十
八
年
度
〜
平
成
二
十
二
年
度
の
五
年
間

で
、
市
役
所
が
行
う
す
べ
て
の
事
務
・
事
業
で
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
九
・
二
㌫
（
当
初
の

計
画
値
は
八
・
八
㌫
）
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

各
種
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

最
初
の
実
施
年
度
と
な
る
平
成
十
八
年
度
の
年
次

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

    

平
成
十
八
年
度
の
排
出
量
は
一

八
、四
六
三
㌧
（
汚
水
処
理
事
業
は

除
き
ま
す
）
で
、
平
成
十
六
年
度

に
比
べ
一
、九
六
七
㌧
（
九
・
六
㌫
）

の
削
減
と
な
り
、
目
標
値
で
あ
る

九
・
二
㌫
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

大
き
く
削
減
し
た
の
は
①
衛
生

施
設
、
②
保
健
・
医
療
・
福
祉
施

設
で
、
こ
の
二
つ
で
全
体
の
削
減

量
の
七
八
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
１
）。 

      

①
の
削
減
要
因
は
、
峰
山
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
プ
ラ
（
ビ
ニ

ー
ル
、
合
成
樹
脂
、
ゴ
ム
、
皮
革

類
な
ど
）
焼
却
量
が
平
成
十
六
年

度
に
比
べ
三
六
七
㌧
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
廃
プ
ラ
は
、
そ

の
ほ
か
の
一
般
廃
棄
物
と
比
べ
、

焼
却
の
際
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
が
格
段
に
多
い

こ
と
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
引
き

続
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
分
別
や

「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
運
動
」
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

②
は
、
弥
栄
病
院
の
第
二
病
棟

休
床
と
、
久
美
浜
病
院
の
冷
暖
房

用
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
の
削
減
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。 

最
も
大
き
な
削
減
要
因
は

最
も
大
き
な
削
減
要
因
は 

「
廃
プ
ラ
焼
却
量
の
減
少

廃
プ
ラ
焼
却
量
の
減
少
」 
最
も
大
き
な
削
減
要
因
は

最
も
大
き
な
削
減
要
因
は 

「
廃
プ
ラ
焼
却
量
の
減
少

廃
プ
ラ
焼
却
量
の
減
少
」 
最
も
大
き
な
削
減
要
因
は 

「
廃
プ
ラ
焼
却
量
の
減
少
」 

ごみの適正な分別により、 

廃プラ焼却量が減りました。 

市役所が行う事務・事業。温室

効果ガスの削減が課題です。 

平成20年3月 平成20年3月 

環
　
　
　
境 

環
　
　
　
境 

平均規模の世帯から排出される二酸化炭素約357世帯分（※）に相当 平均規模の世帯から排出される二酸化炭素約357世帯分（※）に相当 平均規模の世帯から排出される二酸化炭素約357世帯分（※）に相当 
（平成18年度） （平成18年度） （平成18年度） 

市役所の業務から排出される 
温室効果ガスを1,967㌧（9.6㌫）削減　 

市役所の業務から排出される 
温室効果ガスを1,967㌧（9.6㌫）削減　 
市役所の業務から排出される 
温室効果ガスを1,967㌧（9.6㌫）削減　 

（※）一世帯あたりの二酸化炭素の排出量を、全国地球温暖化防止活動推進センターの資料に基づき、約５.５㌧として算出しています。 
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グ
ラ
フ
２

グ
ラ
フ
２ 

グ
ラ
フ
２

グ
ラ
フ
２ 

グ
ラ
フ
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電気 
50.4％ 

電気 
50.4％ 

廃プラ焼却 
28.9％ 

廃プラ焼却 
28.9％ 

廃プラ焼却 
28.9％ 

電気 
50.4％ 

電気 
50.4％ 
電気 
50.4％ 

笑気ガス笑気ガス0.2％ 

軽油0.2％ 

汚水処理汚水処理0.8％ 

LPG2.8％ 

公用車3.7％ 
重油4.3％ 

笑気ガス0.2％ 

軽油0.2％ 

汚水処理0.8％ 

LPG2.8％ 

公用車3.7％ 
重油4.3％ 

笑気ガス0.2％ 

軽油0.2％ 

汚水処理0.8％ 

一廃焼却 
1.5％ 

一廃焼却一廃焼却 
1.5％ 
一廃焼却 
1.5％ 
LPG2.8％ 

公用車3.7％ 
重油4.3％ 

灯油7.2％ 灯油7.2％ 灯油7.2％ 

今
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ン
ト
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節
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今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
は
「
節
電
」 

     

　
排
出
要
因
別
に
み
る
と
（
グ
ラ

フ
２
）、
電
気
使
用
に
よ
る
排
出
が

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
電

気
以
外
の
各
要
因
は
、
事
業
実
施

に
伴
う
も
の
が
多
く
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
の
事
業
拡
大
に

よ
っ
て
増
加
す
る
側
面
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
職
員
が
直
接
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、

「
節
電
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

        

本
計
画
で
市
の
職
員
は
、
八
分

野
七
十
五
項
目
の
「
省
エ
ネ
行
動

指
針
」
に
基
づ
い
て
実
践
・
検
証

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
の
結
果

が
出
た
次
の
四
点
に
つ
い
て
、
点

検
・
啓
発
を
行
う
「
温
暖
化
ス
ト

ッ
パ
ー
」
を
各
フ
ロ
ア
に
配
置
し
、

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。 

①
水
曜
「
ノ
ー
残
業
デ
イ
」
を
呼

び
か
け
ま
す
。 

②
毎
月
、
庁
舎
（
施
設
）
の
電
気

使
用
量
に
つ
い
て
、
前
年
度
お

よ
び
先
月
と
の
比
較
を
職
員
へ

知
ら
せ
、
節
電
を
啓
発
し
ま
す
。 

③
不
要
な
照
明
の
消
灯
、
照
明
・

空
調
器
具
な
ど
の
不
具
合
の
有

無
な
ど
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か

ら
点
検
を
行
い
ま
す
。 

④
冷
暖
房
の
適
正
な
温
度
管
理
を

確
認
し
ま
す
。 
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大
宮
第
一
小
学
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で
の
取
り
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み 

本
計
画
の
策
定
を
機
に
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
で
は
、「
省
エ
ネ
」
に
取
り

組
み
、
一
四
七
㌧
も
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
成
功
。
約
四
百
二
十
万
円
の
電
気
代
を
削
減
し
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
例
と
し
て
、
大
宮
第
一
小
学
校
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

庁
舎
ご
と
に

庁
舎
ご
と
に 

庁
舎
ご
と
に

庁
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庁
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を
配
置
し
ま
す

を
配
置
し
ま
す 

を
配
置
し
ま
す

を
配
置
し
ま
す 

を
配
置
し
ま
す 

昨
年
は
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド 

に
ブ
ナ
の
植
樹
も
行
い
ま
し
た
。 
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ま
ち
の
情
報 

ス

ポ

ー

ツ 

丹
後
ス
キ
ー
大
会
を
開
催 

　
日
本
海
と
青
島
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
ス

イ
ス
村
ス
キ
ー
場
（
弥
栄
町
野
中
）
で
二
月
十
日
、「
丹
後
ス
キ

ー
大
会
」（
主
催
・
同
実
行
委
員
会
な
ど
）
が
開
催
さ
れ
、
府
内

各
地
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青
少
年
の
育
成
を
目

的
に
、
毎
年
二
月
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
二
十
二
回
目
。
年
齢

や
性
別
で
九
ク
ラ
ス
に
組
み
分
け
さ
れ
、
大
回
転
競
技
に
よ
り
、

全
長
約
四
百
㍍
の
コ
ー
ス
を
二
回
出
走
し
、
滑
走
タ
イ
ム
の
合

計
を
競
い
ま
す
。 

　
大
会
に
は
京
丹
後
市
を
は
じ
め
、
亀
岡
市
や
綾
部
市
、
八
幡

市
な
ど
の
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
三
十
四
人
が
出
場
。
積

雪
量
、
天
候
と
も
に
絶
好
の
ゲ
レ
ン
デ
条
件
の
中
、
選
手
の
み

な
さ
ん
は
、
旗
門
を
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
か
わ
し
、
コ
ー
ス

を
力
強
く
滑
り
抜
け
て
い
ま
し
た
。 

（敬称略） 

平成19年度全国高等学校総合体育大会 

　　　第57回全国高等学校スキー大会 

　　【平成20年２月２日～２月６日】 

　　【新潟県湯沢町】 

　松尾　泰典（網野高等学校・３年） 

　　　　　　ジャイアントスラローム 

　木村　浩規（峰山高等学校・１年） 

　　　　　　　　　　　　スラローム 

平成19年度全国中学校体育大会 

　　　　第45回全国中学校スキー大会 

　　【平成20年２月１日～２月４日】 

　　【石川県白山市】 

　今井　良太（久美浜中学校・３年） 

　　　　　　ジャイアントスラローム 

　　　　　　スラローム 

　矢谷　大地（網野中学校・２年） 

　　　　　　　　　　　　スラローム 

【男子】 

小学生低学年 

　〃　高学年 

中学生 

30歳以上 

40歳以上 

順位 

１ 

２ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

 

四方　洸成（綾部市） 

堀江　健太（京丹後市丹後町） 

金久　将大（京丹後市弥栄町） 

岡本　慎平（舞鶴市） 

大内　　翔（与謝野町） 

冨田祐二郎（与謝野町） 

矢谷　大地（京丹後市網野町） 

西村　豪志（京丹後市大宮町） 

大内　伸二（与謝野町） 

和田　庄司（京丹後市峰山町） 

松永　隆秀（八幡市） 

長田　新一（京丹後市丹後町） 

土田　康人（京丹後市丹後町） 

合計タイム 

1,00.80 

1,10.02 

0,56.72 

1,00.57 

1,00.89 

0,48.94 

0,51.81 

1,06.94 

0,48.64 

0,50.85 

0,55.41 

0,48.97 

1,18.42

【女子】 

小学生低学年 

　〃　高学年 

中学生 

高校生以上 

順位 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

椋平　愛香（亀岡市） 

岡本真悠子（舞鶴市） 

土田　英里（京丹後市丹後町） 

平　菜那美（与謝野町） 

岩谷　千咲（与謝野町） 

谷口　夏穂（京丹後市丹後町） 

小石原由貴（京丹後市網野町） 

谷口　美葉（京丹後市丹後町） 

松村　紫歩（京丹後市弥栄町） 

井谷　礼子（与謝野町） 

合計タイム 

1,28.72 

1,36.14 

2,05.31 

1,00.12 

1,05.42 

1,14.89 

1,01.70 

1,15.19 

0,53.12 

1,05.79

大回転競技によるタイムを競う選手 

銀幕のスイス村 
スキー場を舞台に熱戦 
銀幕のスイス村 
スキー場を舞台に熱戦 
銀幕のスイス村 
スキー場を舞台に熱戦 

 

京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ　 62-5200

シネマ情報　丹後映画大好き劇場 NO.14

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　15：00（開場14：30） 

◎入場料　一律・5,000円（当日5,500円） 

   ※全席指定 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団・京丹後市 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　15：00（開場14：30） 

◎入場料　一律・5,000円（当日5,500円） 

   　　　　※全席指定 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団・京丹後市 

８/31（日） 

由紀さおり・安田祥子コンサート 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　9：30から４回上映 

◎料　金　一般1,200円（当日1,500円） 

シニア（60歳以上）前売・当日1,000円 

小人（３歳以上）学生（小・中高生）前売・当日800円 

◎監　督　山田洋次 

◎主　演　吉永小百合 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　9：30から４回上映 

◎料　金　一般1,200円（当日1,500円） 

シニア（60歳以上）前売・当日1,000円 

小人（３歳以上）学生（小・中高生）前売・当日800円 

◎監　督　山田洋次 

◎主　演　吉永小百合 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

５/11（日） 

青
少
年
読
書
感
想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞 

青
少
年
読
書
感
想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞 

　
京
都
府
図
書
館
協
議
会
が
主
催
す
る
「
青

少
年
読
書
感
想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
久
美
浜
小
学
校
一
年
生
の
村
岡
さ
く

ら
さ
ん
が
、
小
学
校
低
学
年
の
部
で
「
京

都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
が
本

に
親
し
む
機
会
を
つ
く
り
、
読
書
の
楽
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
豊
か
な
人
間

性
や
考
え
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
五
十
三

回
目
。
村
岡
さ
ん
の
作
文
は
、
府
代
表
と

し
て
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
展
さ
れ
ま
す
。 

　
村
岡
さ
ん
は
、
絵
本
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
」（
西
本
鶏
介
作
）

を
題
材
に
、
本
の
主
人
公
へ
語
り
か
け
る

よ
う
な
作
風
で
、
主
人
公
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
こ
と
が
好
き
で
、
大
切
に
し
て
い
る

様
子
と
、
村
岡
さ
ん
が
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
し
た
「
い
ち
ご
摘
み
」

や
「
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
」、

保
育
所
へ
迎
え
に
来
て
も

ら
っ
た
と
き
の
こ
と
な
ど

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
と

と
も
に
、
い
つ
も
自
分
を

大
切
に
見
守
っ
て
く
れ
る

家
族
へ
の
感
謝
と
愛
お
し

い
気
持
ち
を
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
で
の
村
岡

さ
ん
は
、
朝
の
読
書
の
時

間
が
好
き
で
、
始
ま
る
前

か
ら
本
の
準
備
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
「
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

全国読書感想文コンクールで 

京都府教育委員長賞を受賞した 

村岡さくらさん（久美浜小学校１年生） 

村
岡
さ
く
ら
さ
ん
（
久
美
浜
小
学
校
一
年
生
） 

村
岡
さ
く
ら
さ
ん
（
久
美
浜
小
学
校
一
年
生
） 



四
月
か
ら
使
用
い
た
だ
く 

　
　
　
保
険
証
が
か
わ
り
ま
す 

四
月
か
ら
使
用
い
た
だ
く 

　
　
被
保
険
者
証
が
か
わ
り
ま
す 

新
し
い
保
険
証
の
取
り
扱
い 

　
　
　
　
　
に
関
す
る
お
願
い 

新
し
い
被
保
険
者
証
の 

　
　
　
取
り
扱
い
に
関
す
る
お
願
い 

こんなとき 

75歳になったとき 

ほかの市町村から 

　　　　転入したとき 

ほかの市町村へ 

　　　　転出するとき 

亡くなられたとき 

医療保険の 

加入資格を失ったとき 

65歳を過ぎて 

一定程度の 

障害などになったとき 

いつまで 

誕生日から14日以内 

14日以内 

　（転入届と同時に） 

すみやかに 

　（転出届と同時に） 

亡くなられてから 

　　　　　14日以内 

すみやかに 

寝たきりなどになった

とき 

手 続 き 先 

市民局に届けてください 

被保険者証を添えて市民局に届けてください 

亡くなられたかたの親族が、亡くなられたかたの

被保険者証を添えて市民局に届けてください 

生活保護を受けるような場合は医療保険の加入資

格を失いますが、そのときは被保険者証を添えて

医療保険課または各市民局に届けてください 

広域連合に認定の申請をするため、国民年金証書、

身体障害者手帳または医師の診断書を添えて医療

保険課または各市民局に届けてください 

次のようなときは、市民局へ届出をしてください。 

資格の取得と手続き 資格の取得と手続き 

平成20年３月31日まで 

【被保険者証＋医療受給者証の２枚】 

見本 

老人保健 

医療受給者証 

国民健康保険証・健康保険組

合証・政府管掌保険証　など 

【後期高齢者医療被保険者証１枚】 

見本 

後期高齢者医療の 

被保険者証 

後期高齢者医療の 

被保険者証 

平成20年４月１日から 

医療制度がスタート 後期高齢者 

75歳以上のかた 

一定の障害があると認定された65歳以上のかたの 

75歳以上のかた 

一定の障害があると認定された65歳以上のかたの 

被保険者証がかわります 被保険者証がかわります 被保険者証がかわります 

新
た
に
は
じ
ま
る
医
療
制
度
の 

　
　
被
保
険
者
と
な
る
の
は
… 

新
た
に
は
じ
ま
る
医
療
制
度
の 

　
　
被
保
険
者
と
な
る
の
は
… 

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
創
設
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
で
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
と
、
一
定
の
障

害
の
あ
る
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
か
た
が
対
象
と

な
り
ま
す
。 

現
在
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
制
度
（
国
民
健
康
保
険
・

会
社
の
健
康
保
険
・
共
済
保
険
）
に
関
係
な
く
、
老
人
保

健
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
す
べ
て
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
と
き
】 

◎
す
で
に
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
平
成
二
十
年
四
月

一
日
か
ら
対
象 

◎
そ
れ
以
外
の
か
た
は
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日
か
ら
対
象 

【
例
】
誕
生
日
が
八
月
十
五
日
の
か
た
↓
八
月
十
五
日
か

ら
対
象
と
な
り
ま
す
。 

※
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
一
定
の
障
害
が
あ
る
か

た
は
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
に
申
請
し
て

い
た
だ
き
、
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。 

七
十
五
歳
を
迎
え
る
か
た
に
は
、
「
京
都
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
か
ら
一
人
に
一
枚
、
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」（
ピ
ン
ク
色
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
被
保
険
者
証
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
と

き
の
自
己
負
担
割
合
「
一
割
」
ま
た
は
「
三
割
」
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
と
き
は
窓
口 

で
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証
・
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
は
、
四
月
以
降
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
四
月
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。 

　
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
の
被
保
険
者
証
を
受
け

取
ら
れ
た
か
た
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◎
確
　
認
…
交
付
さ
れ
た
ら
記
載
内
容
を
、
お
確
か
め
く

だ
さ
い 

◎
保
　
管
…
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
、
必
ず
手
元
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い 

◎
再
交
付
…
紛
失
し
た
り
破
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
市
民
局

の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い 

◎
返
　
却
…
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
、
で
き
る
限
り
す
み

や
か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い 

平成20年４月からは、医療機関で受診するとき、窓口で提示いただく被保険者証が１枚になります。 
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
る 

老
人
保
健
医
療
受
給
者 

　
（
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
）
の
み
な
さ
ん
へ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
全

員
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
六
十
五
歳
〜
七
十

四
歳
ま
で
の
か
た
で
、
障
害
認
定
を
受
け
て
老
人
保
健
医

療
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
七
十
五
歳
に

到
達
す
る
ま
で
の
間
、
後
期
高
齢
者
医
療
受
給
者
と
な
り

医
療
を
受
け
る
の
か
、
加
入
保
険
で
医
療
を
受
け
る
の
か

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

市
で
は
、
対
象
と
な
る
か
た
へ
個
別
に
ご
案
内
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
る
か
、
老
人
保
健
に
お

け
る
障
害
認
定
の
撤
回
の
申
し
出
を
さ
れ
る
の
か
、
意
思

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
障
害
認
定
の
撤
回

の
申
し
出
を
さ
れ
る
と
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
ま
せ
ん
。 

障
害
認
定
の
撤
回
の
申
し
出
を
さ
れ
た
か
た
で
あ
っ
て

も
、
障
害
認
定
を
申
請
の
う
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
け
る
障
害
認
定
を
受
け
る
と
、
そ
の
日
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
四
月
以
降
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
さ

れ
た
か
た
も
、
障
害
認
定
の
撤
回
の
申
し
出
は
、
い
つ
で

も
行
え
ま
す
。
（
た
だ
し
、
申
し
出
さ
れ
た
日
か
ら
の
撤

回
と
な
り
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
撤
回
の
申
し
出
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
） 

詳しくは、医療保険課（ 69－

0220）または京都府後期高齢者医

療広域連合（京都市下京区烏丸通

四条下ル水銀屋町620番地ＣＯＣ

ＯＮ烏丸５階・ 075－344－1202）

へお問い合わせください。 

見本 

「
障
害
認
定
の
撤
回
」
と 

「
障
害
認
定
の
申
請
」
は
、 

　
　
　
四
月
以
降
も
引
き
続
き
行
え
ま
す 

平成20年3月 平成20年3月 

医
　
　
　
療 

医
　
　
　
療 



現
在
は
、「
清
涼
飲
料
」、「
し
ょ
う
ゆ
」、「
酒

類
」
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
対
象
に
分
別
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
資
源
有
効
利
用
促

進
法
施
行
令
」
の
改
正
に
よ
り
、
四
月
一
日
か

ら
は
次
の
と
お
り
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と
し
て

分
別
収
集
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
増
え
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※上記のペットボトルについては、４月１日から「ペ

ット１」の識別表示がされますが、在庫などの関

係から表示されていないペットボトルもあります。係から表示されていないペットボトルもあります。 

　「ペット１」が表示されていない場合でも、上記

に該当する容器は「ペットボトル」での分別をお

願いします。 

※上記のペットボトルについては、４月１日から「ペ

ット１」の識別表示がされますが、在庫などの関

係から表示されていないペットボトルもあります。 

　「ペット１」が表示されていない場合でも、上記

に該当する容器は「ペットボトル」での分別をお

願いします。 

「
ペ
ッ
ト
１
」識
別
表
示 

平成19年11月１日から、地上デジタルテレビ放送およ

び携帯電話などで視聴できるワンセグ放送が、京都府北

部の峰山中継局（西山）、宮津中継局（鼓ヶ岳）、舞鶴中

継局（槇山）、福知山中継局（烏ヶ岳）、兵庫県北部の城

崎中継局（来日岳）、香住中継局（三川山）ではじまりま

した。受信エリアについては、現在のアナログ放送とほ

とんど変わらないと見込まれています。 

これまでに、総務省や公的機関などと称して、「地上デジタルテレビ放送受信のため

の不当な費用請求や勧誘」、「モデル地区の選定に伴い助成金を受け取るための費用を請

求するといった内容の文書が届いた」などの情報が、総務省などに寄せられています。 

国の関係機関が、地上デジタルテレビ放送を受信するための工事案内や、工事の受け

付けをすることはなく、またその費用を請求することもありませんのでご注意ください。 

これまでに、総務省や公的機関などと称して、「地上デジタルテレビ放送受信のため

の不当な費用請求や勧誘」、「モデル地区の選定に伴い助成金を受け取るための費用を請

求するといった内容の文書が届いた」などの情報が、総務省などに寄せられています。 

国の関係機関が、地上デジタルテレビ放送を受信するための工事案内や、工事の受け

付けをすることはなく、またその費用を請求することもありませんのでご注意ください。 

「テレビのデジタル化工事」
を装った詐欺に 
ご注意ください 

「テレビのデジタル化工事」
を装った詐欺に 
ご注意ください 

「テレビのデジタル化工事」
を装った詐欺に 
ご注意ください 

    

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
ご

覧
に
な
る
に
は
、
ご
家
庭
の
受
信
状

況
に
よ
り
改
修
内
容
が
異
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
電
器
店
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

                    

  

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
ご

覧
に
な
る
場
合
は
、
受
信
方
法
に
関

わ
ら
ず
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
」
ま
た
は
「
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

 

①
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
を 

　
　
　
　
　
　
　
お
考
え
の
か
た 

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
へ
買
い
替
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

       

②
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で 

　
　
　
　
　
　
ご
覧
に
な
る
か
た 

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
こ
と
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
画
質

は
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。 

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｈ
Ｄ

Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
内
蔵
さ
れ
た

も
の
や
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
／
Ｂ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
／
１
１
０
度
Ｃ
Ｓ

デ
ジ
タ
ル
共
用
の
も
の
が
多
く

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

受信方法 

 

戸別受信 

 

共同受信 

 

 

ケーブルテレビ 

屋外設備 

通常は従来のＵＨＦアンテナで受

信できますが、受信状況によって

は交換が必要な場合もあります。 

組合施設（受信点設備など）の改

修が必要です。 

現在整備中であり、平成21年末か

ら順次サービス開始予定です。 

※詳しくは、本紙平成19年12月

　号をご覧ください。 

宅内配線 

 

 

宅内に配線されている同軸

ケーブルや分配器などの種

類によって、交換が必要な

場合があります。 

※このマークのあるテ
レビは、デジタル放
送に対応したテレビ
です。 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を 

　
　
　
　
　
　
受
信
す
る
に
は

　
　
　
　
　
　
受
信
す
る
に
は 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を 

　
　
　
　
　
　
受
信
す
る
に
は

　
　
　
　
　
　
受
信
す
る
に
は 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を 

　
　
　
　
　
　
受
信
す
る
に
は 

●総務省　地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 

◇ナビダイヤル（ 0570-070101） 

◇ナビダイヤルがつながらないかたは（ 03-4334-1111） 

◇受付時間　平日　9：00～21：00　　土日・祝日　9：00～18：00 

●地上デジタルテレビ放送に関するホームページ 

◇総務省「地上デジタルテレビ放送のご案内」 

http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/whatsnew/digital-broad/index.html 

◇京丹後市役所「地上デジタルテレビ放送」コーナー 

http://www.city.kyotango.kyoto.jp/service/digitaltv/index.html

地上デジタルテレビ放送についてのお問い合わせ先 

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す 

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す 

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す 

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
受
信
機

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
受
信
機 

が
必
要
で
す

が
必
要
で
す 

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
受
信
機

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
受
信
機 

が
必
要
で
す

が
必
要
で
す 

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
受
信
機 

が
必
要
で
す 

 

ご存じですか 

平成20年3月 平成20年3月 

お

知

ら

せ 

お

知

ら

せ 

風味加工しょうゆ（めんつゆなど） 

酸味加工しょうゆ（ポン酢など） 

みりん入加工しょうゆ（すき焼きのたれなど） 

そのほかの加工しょうゆ（浅漬けの素など） 

「みりん風調味料」と表示されているもの 

醸造酢（米酢、米黒酢、大麦黒酢を含みます） 

果実酢（りんご酢、ぶどう酢を含みます） 

合成酢 

すし酢、甘酢、三杯酢、らっきょ漬けの素

など 

「ドレッシングタイプ調味料」と 

　　　　　　　　　　表示されているもの 

 

1号炉 

2号炉 

3号炉 

4号炉 

焼却灰（1・2号炉） 

焼却灰（3・4号炉） 

飛灰（薬品処理前） 

飛灰（薬品処理後） 

結　果 

0.00036ナノグラム 

0.0012ナノグラム 

0.0020ナノグラム 

0.00097ナノグラム 

0.000017ナノグラム 

0.0052ナノグラム 

0.000010ナノグラム 

0.0035ナノグラム 

基準値 

10ナノグラム以下 

 

5ナノグラム以下 

 

 

3ナノグラム以下 

 

よりクリーンに、 
　　　　　より快適に 
よりクリーンに、 
　　　　　より快適に 
よりクリーンに、 
　　　　　より快適に 

ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 
ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 
ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 

（峰山クリーンセンター） （峰山クリーンセンター） （峰山クリーンセンター） 

ご
み
の
焼
却
施
設
は
、「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に

よ
り
、
年
一
回
、
排
ガ
ス
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 峰

山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
、「
よ
り
ク
リ
ー
ン
に
、
よ

り
快
適
に
」
を
指
針
に
毎
年
測
定

を
行
い
、
本
年
度
の
結
果
は
例
年

同
様
に
基
準
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア

し
「
安
心
・
安
全
」
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

（１ナノグラムは10億分の１グラム） 

ダイオキシンは、発がん性が認められるなど、

人体に入るとさまざまな影響を及ぼすと言われ、

化学構造や毒性の異なる200以上の種類があり

ます。ダイオキシンは、物が燃えるとき、特に

不完全燃焼時に発生することが科学的にわかっ

ています。そのほか、金属精錬の燃焼工程や紙

などの塩素漂白過程などでも生じます。 

ダイオキシンとは ダイオキシンとは 

植物油脂を含むもの（食用油、オイル成分を含むドレッシング

など）、香辛料の強いもの（ソース、焼き肉のたれなど） 

峰山クリーンセンターダイオキシン類測定の結果 （測定日 H19．10．９～10） 



ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

子
ど
も
の
予
防
接
種
に
も
補

助
し
て
く
だ
さ
い 

例
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
特
に
早
い
時
期
か
ら
流
行
し
て
い
る

中
で
、
子
ど
も
に
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ

よ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
高
齢
者

の
か
た
が
受
け
る
と
き
に
は
補
助
が
あ
る

の
に
、
子
ど
も
が
受
け
る
と
き
に
は
補
助

が
一
切
出
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
場
合
は
、
一
回
〜
二
回
は
接

種
を
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
一
人
だ
け

で
は
な
く
兄
弟
が
い
れ
ば
全
員
が
受
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
多
額
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。 

高
齢
者
の
か
た
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

に
も
い
く
ら
か
の
補
助
を
出
し
て
い
た
だ

け
な
い
の
で
す
か
。 

【
市
内
・
女
性
】 

予
防
接
種
法
施
行
令
な
ど
に

よ
り
、
補
助
の
対
象
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す 

予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

市
町
村
が
ご
案
内
し
て
対
象
の
か
た
に
接

種
を
お
勧
め
す
る
「
定
期
予
防
接
種
」
と
、

本
人
・
保
護
者
の
か
た
が
接
種
す
る
か
ど

う
か
判
断
さ
れ
、
希
望
さ
れ
た
か
た
が
接

種
さ
れ
る
「
任
意
予
防
接
種
」
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
「
定
期
予
防
接
種
」

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な

り
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
負
担
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
国
の
定
め
る
予
防
接
種
法
施
行
令

お
よ
び
同
法
施
行
規
則
に
よ
り
、
「
定
期

予
防
接
種
」
の
対
象
と
な
る
か
た
を
▽
六

十
五
歳
以
上
の
か
た
、
▽
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
か
た
で
あ
っ
て
、
心
臓
や

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
す
る
か
た
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 そ

の
た
め
、
国
の
規
定
に
従
い
、
京
丹

後
市
で
は
予
防
接
種
法
施
行
令
に
定
め
ら

れ
て
い
る
接
種
対
象
者
の
か
た
が
、
指
定

期
間
内
に
予
防
接
種
を
さ
れ
た
場
合
、
接

種
費
用
一
回
分
の
一
部
に
つ
い
て
、
公
費

負
担
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
お
子
さ
ん

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
予

防
接
種
法
施
行
令
の
定
期
予
防
接
種
対
象

者
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
任

意
予
防
接
種
」
の
扱
い
と
し
て
お
り
、
予

防
接
種
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
個

人
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
健
康
推
進
課
】 

 

子
ど
も
の
集
ま
る
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
施
設
の
禁
煙
対
策
・

分
煙
対
策
を
お
願
い
し
ま
す 

未
成
年
者
（
子
ど
も
）
が
集
ま
る
場
所

な
の
で
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
（
娯
楽
）
施
設
内
を
禁
煙
、

も
し
く
は
分
煙
室
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

健
康
増
進
法
の
定
め
に
よ
る

各
施
設
の
取
り
組
み
を
、
機

会
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い

き
ま
す 

受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て
、
健
康
増

進
法
第
二
十
五
条
で
は
、「
学
校
、
体
育
館
、

病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
展
示

場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施
設
、

飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る

施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用

す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
（
室
内
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他
人

の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い

う
）
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
周
囲
の
非
喫
煙
者
の
か
た
の

健
康
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
嗜

好
（
し
こ
う
）
の
問
題
で
な
く
健
康
の
問

題
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

平
成
十
九
年
三
月
に
策
定
し
た
「
京
丹

後
市
健
康
増
進
計
画
」
の
中
で
も
、
た
ば

こ
に
対
す
る
施
策
を
設
け
、
「
た
ば
こ
の

害
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
禁
煙
の
た
め

の
相
談
や
情
報
提
供
、
公
共
の
場
や
職
場

に
お
け
る
禁
煙
・
分
煙
の
推
進
、
喫
煙
マ

ナ
ー
の
徹
底
」
を
挙
げ
て
お
り
、
禁
煙
支

援
に
精
通
し
た
医
師
の
講
演
会
の
開
催
や
、

小
・
中
学
校
の
授
業
に
市
の
保
健
師
が
出

向
き
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。 

ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

　 

タ
ー
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
禁
煙
・

分
煙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
管
理
者
の

か
た
で
、
す
で
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
内
で

の
喫
煙
を
禁
止
し
た
り
、
建
物
内
の
一
角

に
分
煙
対
策
を
講
じ
た
喫
煙
場
所
を
設
け

た
り
し
て
ご
努
力
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
施

設
管
理
者
の
か
た
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
健
康
推
進
課
】 

 

視
覚
に
障
害
の
あ
る
か
た
の

外
出
機
会
を
増
や
す
た
め
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
を

お
願
い
し
ま
す 

視
覚
障
害
者
の
か
た
に
と
っ
て
、
一
番

不
便
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
外
出
で
す
。 

こ
の
ご
ろ
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足

し
て
い
て
、
視
覚
障
害
者
外
出
支
援
団
体

へ
、
個
人
で
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
申
し
込

み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
断
ら
れ

る
こ
と
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
の
で
す
。 

団
体
が
主
催
す
る
行
事
で
利
用
す
る
と

き
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
よ
う

で
す
が
、
個
人
で
利
用
す
る
と
き
に
断
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
困
り
ま
す
。 

京
丹
後
市
で
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
」
を
開
設
し
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を

増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。 

視
覚
障
害
者
の
か
た
は
、
外
出
を
す
る

と
き
に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

京
都
府
へ
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
養
成
講
座
」
の
実
施
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自

の
養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
も
調
査
・

研
究
し
て
い
き
ま
す 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

の
不
足
は
、
当
市
に
お
い
て
も
、
ま
た
府

内
の
ほ
か
の
市
町
村
に
お
い
て
も
同
様
の

状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。
視
覚
に
障
害
の
あ

る
か
た
の
日
常
活
動
や
社
会
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
に
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

の
増
員
や
制
度
の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
で
あ
り
、
重
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
に

認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の

事
業
自
体
が
国
の
補
助
事
業
と
し
て
各
都

道
府
県
に
示
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
が
独
自
で
行
う
場
合
の

講
師
の
確
保
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
な

ど
と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
（
知
識
・
技
術
）

を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
府
内
の
市
町
村
が
単
独
で
「
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
で
き

て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
み

な
さ
ん
の
声
は
京
都
府
に
対
し
て
お
伝
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
様
の
悩
み

を
府
内
各
市
町
村
が
も
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ほ
か
の
市
町
村
と
も
連
携
し
、
人
材

の
育
成
に
向
け
て
、
早
急
に
「
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
座
」
の
開
設
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
京
丹
後
市
単
独
で
の
実

施
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、
障
害
の
あ
る
か
た
す
べ
て
に

対
し
て
、
豊
か
な
地
域
生
活
の
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見

な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

【
障
害
者
福
祉
課
】 
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※峰山・あみの図書館、大宮・丹後図書室には、
ブックポストがありますので、休館日の返却に
ご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の３月10日以降、次号発
行日の４月10日までを掲載しています。 

不器用で照れ屋の若手落語家のもとに集まった

４人の個性的な面々。内気で吃音（きつおん）の

あるテニスコーチ、四角四面の黒猫のような女、

コテコテの関西弁の少年、そして、話せない野球

解説者。話すことに深い事情を抱えた４人を前に

落語教室がはじまる。落語の世界の面白さも加え、

主人公の不器用そのままの恋が展開していく。思

っていることを素直に伝えることは難しい。それ

でも… 

 本書を所蔵している館 

　　　峰山・あみの図書館・弥栄図書室 

『しゃべれどもしゃべれども』（新潮社） 
佐藤　多佳子　著 

１枚の利用者カードで、システムを統合した図書館（室）を共

通で利用できます。（7月2日からは全図書館（室）で利用でき

ます） 

どこの図書館（室）でも貸出・返却ができ、合計20冊の本が借

りることができます。 

館内利用者端末、インターネット、携帯電話を使って資料検索

ができます。 

自分がどの本を借りているかを検索して確認できるほか、受け

取り館（室）や連絡方法を指定して予約することができます。（最

初に図書館へお申し込みが必要です） 

図書システムの統合に伴い、最寄りの図書館（室）への配本の

回数が増えるため、予約した本が今よりも早くお手元に届きます。 

 

３月の休館日 ３月の休館日 ３月の休館日 

４月の休館日 ４月の休館日 ４月の休館日 
17日（月）・24日（月）・31日（月） 

１日（火）・７日（月） 

峰山図書館は３月11日（火）・あみの図書館で３月18日（火）から 
新しいシステムでの貸し出しをはじめます 

峰山読み聞かせ推進活動実行委員会では、家庭や地

域でより楽しく読み聞かせをしていただこうと、1月

19日、「読み聞かせ講座」を開催しました。 

読み聞かせの導入に役立つ楽しい手遊びと、牛乳パ

ックを使って「からくりおべんとう箱」作りを楽しみ

ました。手遊び「おべんとうばこのうた」に出てくる、

にんじんやしいたけなどの絵を牛乳パックに貼りつけ

ていき、最後にはおいしそうな“からくりお弁当”が

できあがりました。参加されたかたは「難しかったけ

どよかった」と、とても好評でした。 

新しいシステムに統合した図書館(室)では 
このようなサービスができます 
新しいシステムに統合した図書館(室)では 
このようなサービスができます 
新しいシステムに統合した図書館(室)では 
このようなサービスができます 

「新利用者カード」への 
切り替えを行っています 
「新利用者カード」への 
切り替えを行っています 
「新利用者カード」への 
切り替えを行っています 

現在、峰山・あみの図書館のカードを

お持ちのかたに、「新利用者カード」をお

渡ししています。「新利用者カード」には、

京丹後市出身の絵本作家梅田俊作さん・

佳子さん夫妻の許諾を得て、絵本『まん

げつの海』の表紙の絵を引用しています。 

切り替えが

お済みでない

かたは、お早

めにお願いし

ます。 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

新利用者カード 

多くのかたにご参加いただきました（読み聞かせ講座） 

  

今
回
は
、
丹
後
町
宮
（
み
や
）
の
神
明

山
経
塚
出
土
の
銅
鏡
（
青
銅
製
の
鏡
）
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

経
塚
と
は
、
お
経
を
容
器
に
入
れ
て
土

の
中
に
埋
納
し
た
も
の
を
さ
し
ま
す
。
仏

教
思
想
が
廃
れ
る
と
い
う
末
法
思
想
が
流

行
し
た
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
全
国
的
に
流
行
し
ま
し
た
。 

神
明
山
経
塚
は
、
神
明
山
古
墳
（
国
指

定
史
跡
）
の
後
円
部
上
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
明
治
年
間
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、

石
室
の
中
に
銅
製
経
筒
と
銅
鏡
が
納
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

銅
鏡
は
、
銅
と
ス
ズ
・
鉛
を
混
ぜ
た
青

銅
と
い
う
合
金
製
で
、
鋳
型
に
流
し
込
ん

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
資
料
館
な
ど

で
は
、
文
様
の
刻
ま
れ
た
裏
側
を
上
に
し

て
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
鏡
と
し
て
は
文

様
の
な
い
表
側
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。 

銅
鏡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
も

の
で
、
古
墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
）
ご
ろ

ま
で
は
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
丹
後
地
域
で

は
平
安
時
代
前
期
（
九
〜
十
世
紀
）
ご
ろ

ま
で
銅
鏡
が
見
ら
れ
な
い
時
期
が
あ
り
ま

す
が
、
経
塚
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
平
安

時
代
後
期
〜
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
再
び
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
多

く
は
、
経
塚
の
中
に
経
筒
（
き
ょ
う
づ
つ
）

と
一
緒
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

神
明
山
経
塚
出
土
の
銅
鏡
は
二
面
あ
り
、

二
面
と
も
に
表
面
に
は
、
針
の
よ
う
な
も

の
で
仏
像
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
銅
鏡
を
「
鏡
像
（
き
ょ
う
ぞ
う
）」
と

呼
び
ま
す
。
鏡
は
神
を
あ
ら
わ
す
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
仏
が
浮
か
び
上
が
る
姿

を
描
い
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、「
神

は
仏
が
こ
の
世
に
現
れ
る
時
の
仮
の
姿
で

あ
る
」
と
す
る
本
地
垂
迹
（
ほ
ん
じ
す
い

じ
ゃ
く
）
思
想
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。 

市
内
で
は
、
経
塚
に
納
め
ら
れ
た
銅
鏡

が
久
美
浜
町
の
栃
谷
（
と
ち
だ
に
）
経
塚
・

口
三
谷
（
く
ち
み
た
に
）
経
塚
・
新
側
（
し

ん
が
わ
）
経
塚
（
奥
三
谷
）・
権
現
山
経
塚

（
品
田
）・
豊
谷
（
と
よ
だ
に
）
遺
跡
（
丸

山
）
・
山
の
神
二
号
経
塚
（
円
頓
寺
）
・
大

宮
町
左
坂
（
さ
さ
か
）
経
塚
（
周
枳
）
か

ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
栃
谷
・

山
の
神
二
号
経
塚
出
土
の
も
の
は
、
神
明

山
経
塚
と
同
様
に
鏡
像
で
す
。
ま
た
、
新

側
・
権
現
山
経
塚
出
土
の
も
の
は
、
鏡
に

二
か
所
の
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

お
堂
や
本
殿
な
ど
の
壁
に
懸
け
て
い
た
痕

跡
で
す
。 

な
お
神
明
山
経
塚
出
土
の
銅
鏡
は
、
昭

和
六
十
一
年
五
月
十
九
日
付
け
で
丹
後
町

指
定
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
、

京
丹
後
市
発
足
に
あ
わ
せ
て
京
丹
後
市
指

定
文
化
財
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
銅
鏡
は
、
市
内
出
土
の
経
塚
出
土

資
料
を
一
堂
に
集
め
て
四
月
十
三
日
（
日
）

ま
で
開
催
す
る
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
平

成
十
九
年
度
特
別
展
示
「
京
丹
後
市
の
経

塚
」
で
展
示
中
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平成20年3月 平成20年3月 

市
の
文
化
財 

市
立
図
書
館 
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人口・世帯数 

男　　　30,542人 

女　　　32,629人 

計　　　63,171人 

世帯数　21,963世帯 

　　（２月１日現在） 

　
節
分
の
日
を
迎
え
る
二
月
二
日
・
三
日
、
網
野
町
浅
茂
川
地
区

で
厄
年
に
あ
た
る
数
え
年
三
十
六
歳
の
男
性
が
、
豪
快
な
太
鼓
の

音
を
響
か
せ
な
が
ら
町
内
を
巡
る
伝
統
行
事
「
浅
茂
川
節
分
太
鼓
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
昭
和
四
十
八
年
・
四
十
九
年
生
ま
れ
の
か
た
が
「
八

丁
海
（
は
っ
ち
ょ
う
か
い
）
」
（
野
村
義
則
会
長
・
十
四
人
）
を
結

成
。
昨
年
十
一
月
か
ら
地
元
「
浦
嶋
太
鼓
保
存
会
」
の
指
導
の
も

と
、
厳
し
い
練
習
を
積
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、
メ
ン
バ
ー

は
、
二
班
に
わ
か
れ
、
地
区
内
の
家
や
事
業
所
な
ど
を
巡
回
。
息

の
あ
っ
た
見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
と
太
鼓
の
響
き
で
、
厄
よ
け
と
家

内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
月
二
日
に
は
、
浅
茂
川
保
育
所
（
山
副
祐
子
所
長
・

五
十
四
人
）
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
太

鼓
を
披
露
。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
す
ば
や
く
力
強
い
ば
ち

さ
ば
き
と
、
威
勢
の
よ
い
「
ド
ッ
コ
イ
、
ド
ッ
コ
イ
。
ヨ
ー
ウ
ツ
、

ヨ
ー
ウ
ツ
」
の
掛
け
声
に
、
子
ど
も
た
ち
は
「
す
ご
い
。
か
っ
こ

い
い
」
と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

京丹後の冬の風物詩 京丹後の冬の風物詩 
無病息災を願う 
　　　　　伝統行事 
無病息災を願う 
　　　　　伝統行事 

地域力 

発　信 
地域力 

発　信 

百度打ち 

浅茂川節分太鼓 

豪快な“ばちさばき”で 

　　　　厄を吹き飛ばす 

　
身
を
切
る
寒
さ
と
な
っ
た
二
月
三
日
、
丹
後
町
岡
成
地
区
で
相

撲
の
化
粧
ま
わ
し
に
赤
い
鉢
巻
き
、
わ
ら
じ
姿
の
若
者
が
、
威
勢

の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
ま
ち
を
駆
け
巡
る
伝
統
行
事
「
百
度

打
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
百
度
打
ち
」
は
、
毎
年
、
節
分
近
く
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
、

豊
漁
を
願
い
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
。
同
地
域
で
相
撲
の

巡
業
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
相
撲
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
「
ま
わ
し
」
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
早
朝
六
時
半
に
若
者
十
一
人
が
、
岡
成
区
多
目
的
集

会
所
に
集
合
し
華
や
か
な
ま
わ
し
姿
で
出
発
。
軍
配
を
も
っ
た
若

者
を
先
頭
に
真
っ
白
な
息
を
吐
き
な
が
ら
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ

し
ょ
い
」
と
勇
ま
し
い
掛
け
声
を
響
か
せ
町
内
約
二
㌔
を
疾
走
。

間
人
漁
港
で
小
石
を
六
個
拾
い
、「
三
柱
（
み
は
し
ら
）」、「
稲
荷
」、

「
早
尾
（
は
や
お
）
」
の
三
神
社
に
奉
納
し
、
一
年
の
無
病
息
災
を
祈

願
し
ま
し
た
。
急
な
坂
道
な
ど
を
力
走
し
た
み
な
さ
ん
は
、
疲
労
と

寒
さ
で
顔
を
赤
く
染
め
な
が
ら
も
、
年
の
は
じ
め
の
伝
統
行
事
を

無
事
終
え
れ
た
こ
と
に
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

浅茂川保育所で節分太鼓を 

披露する「八丁海」のみなさん 

浅茂川保育所で節分太鼓を 

披露する「八丁海」のみなさん 

小雨の降る中、化粧まわしを 

寒風になびかせながら力走する若者たち 

小雨の降る中、化粧まわしを 

寒風になびかせながら力走する若者たち 

平成20年3月 


